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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでのガイドでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、

このリリースまでのこのガイドの変更点や新機能の中には一部、この表に記載されていないも

のもあります。

参照先説明機能Cisco ACI Virtual Edge
のバージョン

GUIを使用した Cisco
ACI仮想エッジライセ
ンスの表示（33ペー
ジ）このマニュアルの

構成

ファブリックの Cisco
ACI Virtual Edgeのラ
イセンス数を表示でき

ます

Cisco ACI Virtual Edge
ライセンスの表示

Cisco ACI Virtual Edge
リリース 1.2(1)
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第 2 章

Cisco ACI Virtual Edgeの概要

この章は、次の項で構成されています。

• About Cisco ACI Virtual Edge（3ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeおよび VMware vCenterについて（5ページ）
•マルチポッド環境での Cisco ACI Virtual Edge（6ページ）
•必要なソフトウェア（7ページ）

About Cisco ACI Virtual Edge
Cisco APICリリース 3.1(1)以降では、シスコアプリケーションセントリックインフラストラ
クチャは Cisco ACI仮想エッジをサポートします。Cisco ACI Virtual Edgeは、Cisco ACI環境向
けの次世代 Application Virtual Switch (AVS)です。Cisco ACI Virtual Edgeはハイパーバイザに依
存しない分散サービスVMで、ハイパーバイザに属しているネイティブな分散仮想スイッチを
利用します。Cisco ACI Virtual Edgeはユーザスペースで動作し、仮想リーフとして機能し、
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）によって管理されます。

Cisco AVSを使用する場合には、Cisco ACI Virtual Edgeに移行することができます。VMware
VDSを使用する場合には、その上で Cisco ACI Virtual Edgeを実行できます。Cisco ACI Virtual
Edgeをカーネルスペースから分離したため、ソリューションはさまざまなハイパーバイザに
適応できます。また、単純なアップグレードも容易になります。Cisco ACI Virtual Edgeはハイ
パーバイザアップグレードに関連付けられていないからです。Cisco ACI仮想エッジでは、コ
ントロールプレーンの通信にOpFlexプロトコルを実装しています。トラフィックの転送では、
ローカルスイッチングおよびローカルスイッチングなしの 2つのモードをサポートしていま
す。

Cisco ACI Virtual Edgeリリース 1.1(1a)は、VMwareハイパーバイザのみをサポートしていま
す。これは、プライベート VLAN (PVLAN)モードで設定された vSphere分散スイッチ (VDS)
を活用します。

ネットワーク管理者が Cisco APIC上で Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを作成する場合に
は、ドメインを、DVS上のポートグループの PVLANペア関連付けで使用される一定範囲の
VLANに関連付ける必要があります。サーバ管理者の場合は、PVLANをvCenterのポートグ
ループに関連付ける必要はありません。Cisco APICが自動的に PVLANペアをエンドポイント
グループ (EPG)に関連付けるからです。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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Cisco APICの EPGは、vCenterのポートグループに相当します。（注）

ローカルスイッチングモード

ローカルスイッチングモードでは、Cisco ACI Virtual Edgeは、EPG内のすべてのトラフィッ
クをリーフを経由せずローカルに転送します。すべての EPG間トラフィックはリーフを通じ
て転送されます。このモードでは、Cisco ACI Virtual Edgeは VLANまたは VXLANカプセル
化、あるいはその両方を使用してトラフィックをリーフとバックに転送できます。カプセル化

のタイプは、Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインの作成時に選択できます。

単一の VMMドメインは、ローカルスイッチングモードで VLANと VXLANカプセル化を使
用するように設定できます。

VLANカプセル化を選択する場合は、一連のVLANの範囲が Cisco ACI仮想エッジによって使
用可能である必要があります。これらのVLANには、Cisco ACI Virtual Edgeとリーフ間のレイ
ヤ 2ネットワーク内でのみ意味があるローカルスコープがあります。VXLANカプセル化を選
択する場合は、CiscoACIVirtualEdgeとリーフの間で使用できる必要があるのはインフラVLAN
のみです。これにより、設定が簡素化されます。Cisco ACI Virtual Edgeと物理リーフ間に 1つ
以上のスイッチがある場合に推奨されるカプセル化タイプです。

図 1 :ローカルスイッチングモードの Cisco ACI Virtual Edge

ローカルスイッチングモードなし

ローカルスイッチングモードなしの場合、リーフはすべてのトラフィックを転送します。こ

のモードでは、VXLANが唯一許可されるカプセル化タイプです。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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図 2 :ローカルスイッチングなしモードの Cisco ACI Virtual Edge

Statistics Collection

Cisco ACI Virtual Edgeでの統計収集はデフォルトで有効になっています。APIC GUI内で、VM
リソースの使用に関連する Cisco ACI Virtual Edgeの障害が出る場合があります。

これらの障害のトラブルシューティングはVMware vCenterで行ってください。Cisco ACIはこ
れらの障害を VMware vCenterから受信した情報だけに基づいて生成するからです。

Cisco ACI Virtual Edgeおよび VMware vCenterについて
CiscoACIVirtualEdgeは、多数の仮想ホストにまたがって広がる分散仮想スイッチです。vCenter
Serverにより定義されるデータセンターを管理します。

Cisco ACI Virtual Edgeは、Cisco Nexusスイッチなどの、イーサネット標準準拠のアップスト
リーム物理アクセスレイヤスイッチと互換性があります。Cisco ACI Virtual Edgeは VMware
Hardware Compatibility List（HCL）に記載されているすべてのサーバハードウェアと互換性が
あります。

Cisco ACI Virtual Edgeは、VMware仮想インフラストラクチャ内に完全に統合される、分散仮
想スイッチソリューションです。このインフラストラクチャには、仮想化管理者のための

VMware vCenterも含まれます。このソリューションにより、ネットワーク管理者は一貫した
データセンターネットワークポリシーを確立するために仮想スイッチやポートグループを設

定することができます。

次の図は、Cisco ACI Virtual Edgeと Cisco APICおよび VMware vCenterを含むトポロジを示し
ています。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
5

Cisco ACI Virtual Edgeの概要

Cisco ACI Virtual Edgeおよび VMware vCenterについて



図 3 : Cisco ACI Virtual Edgeトポロジの例

1つの Cisco ACIファブリックに接続された複数の vCentersがある場合、デフォルトのOUI割
り当てではなく vCentersを展開する際には、複数の vCentersにわたるMACアドレス割り当て
スキーマにオーバーラップがないことを確認してください。オーバーラップがあると、重複し

たMACアドレスが生成される可能性があります。詳細については、VMwareのマニュアルを
参照してください。

（注）

マルチポッド環境での Cisco ACI Virtual Edge
Cisco ACI Virtual Edgeはマルチポッド環境の一部である可能性があります。マルチポッド環境
はすべてのポッドに単一の Cisco APICクラスタを使用します。そのため、すべてのポッドが
単一のファブリックとして機能します。

マルチポッド環境は、独立した制御プレーンプロトコルを有する複数のポッドで構成された、

障害耐性の高いファブリックのプロビジョニングを可能にします。また、リーフスイッチとス

パインスイッチ間のフルメッシュケーブル配線にも柔軟性があります。

Cisco ACI Virtual Edgeはマルチポッド環境で動作するための追加の設定を必要としません。

マルチコード環境の詳細については、Cisco.comの次のマニュアルを参照してください。

•『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals』

•『Cisco APIC Getting Started Guide』

•『Cisco APIC NX-OS Style Command-Line Interface Configuration Guide』

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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次の機能は、Cisco APIC 3.1(1)リリースのマルチポッドを使用した Cisco ACI Virtual Edgeでは
サポートされていません。

• L3マルチキャスト

• 2つの個別の PODに 2つの個別の NFSを搭載したストレージ vMotion

•異なる PODの ERSPAN宛先

•異なる PODの分散型ファイアウォール syslogサーバ

必要なソフトウェア
次の表に必要なソフトウェアのバージョンを示しています Cisco ACI Virtual Edge Cisco APIC、
VMware vCenterと VMware ESXiハイパーバイザで動作します。

説明コンポーネント

Cisco ACI Virtual Edgeリリース 1.1(1)で始まるはサポートさ
れています。

Cisco ACI Virtual Edgeソフト
ウェア

Cisco ACI Virtual Edge Cisco APICリリース 3.1 (1)以降でサ
ポートされます。

Cisco APIC

Cisco ACI Virtual Edgeは、VMware vCenterサーバのリリース
6.0以降と互換性があります。

VMware vCenter

Cisco ACI Virtual Edgeは、VMware ESXiハイパーバイザのリ
リース 6.0以降で、Cisco APIC用の vLeafとしてサポートさ
れます。

VMware vSphereのベアメタル

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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第 3 章

Cisco ACI Virtual Edgeのインストール

この章では、前提条件とインストール方法を含むCisco ACI Virtual Edgeのインストールについ
て説明します。

• Cisco ACI Virtual Edgeのインストールについて（9ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeのインストールワークフロー（10ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeをインストールするための前提条件（11ページ）
• vCenterを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインスト－ル（22ページ）
• VMware PowerCLIを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインストール（25ページ）
• Pythonを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインストール（28ページ）
• GUIを使用した Cisco ACI仮想エッジライセンスの表示（33ページ）
•インストール後の設定（34ページ）

Cisco ACI Virtual Edgeのインストールについて
Cisco ACI Virtual Edgeのインストールは、Cisco APICと VMware vCenterで実施される一連の
タスクで構成されています。ESXiホストを Cisco ACI Virtual Edgeに展開するには、 3つの方
法のいずれかを使用することができます:

• Cisco ACI vCenterプラグイン

• VMware PowerCLI (Windowsプラットフォームで)

• Pythonスクリプト

CiscoACIVirtual Edgeをインストールする、またはその vAppプロパティを変更する場合には、
vSphere (シック)クライアントは使用しないでください。Cisco ACI Virtual Edgeをインストー
ルするには、Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware Power CLIまたは Pythonスクリプトのみ
を使用してください。Cisco ACI Virtual Edge vAppプロパティを変更するには、vSphere Webク
ライアントのみを使用してください。

（注）

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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ESXiホスト上に Cisco ACI Virtual Edge VMを展開すると、OpFlex自動的がオンラインになり
ます。VMkernelポートをインフラポートグループには割り当てないでください。これはCisco
AVSの OpFlexで行われているからです。

（注）

以下のセクションでは、前提条件とインストールの方法について説明します。Cisco AVSから
CiscoACIVirtual Edgeに移行する方法については、本ガイドのCiscoAVから移行するCiscoACI
Virtual Edge（37ページ）の章を参照してください。VMware VDSから Cisco ACI Virtual Edge
に移行する方法については、本ガイドの VMware VDSにから移行Cisco ACI Virtual Edge（47
ページ）の章を参照してください。

同じホストに複数の Cisco ACI Virtual Edge VMをインストールすることもできますが (Cisco
ACI Virtual Edge VMMドメインごとに 1つ)、ホストごとに 1つの Cisco ACI Virtual Edge VM
だけをインストールすることを推奨します。

（注）

Cisco ACI Virtual Edgeのインストールワークフロー
このセクションでは、Cisco ACI Virtual Edgeをインストールするのに必要な高レベルなタスク
を説明します。

1. Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）および vCenterのタスクを含むすべ
ての前提条件を満たします。Cisco ACI Virtual Edgeをインストールするための前提条件（
11ページ）の項を参照してください。

2. Cisco.comから Cisco ACI Virtual Edge Open Virtualization Format（OVF）ファイルをダウン
ロードし、vCenterコンテンツライブラリにアップロードロードします。VCenterプラグイ
ン、vCenter電源 CLI、または Pythonスクリプトを使用することができます。説明につい
ては、次のいずれかのセクションを参照してください。

• Cisco ACI Virtual Edge VMの OVFファイルを vCenterにアップロードする （22ペー
ジ）

• VMware PowerCLIを使用したCiscoACIVirtual EdgeCiscoACI仮想エッジのインストー
ル（25ページ）

•インストール Cisco ACI Virtual Edge Pythonを使用して（30ページ）

3. ESXiホストに Cisco ACI Virtual Edgeを展開します。次の 4つのうちいずれかの方法を使
用できます。説明については、次のセクションを参照してください。

• Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストでの Cisco ACI Virtual Edgeのデプ
ロイ（23ページ）

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
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• VMware PowerCLIを使用したCiscoACIVirtual EdgeCiscoACI仮想エッジのインストー
ル（25ページ）

•インストール Cisco ACI Virtual Edge Pythonを使用して（30ページ）

Cisco ACI Virtual Edgeはローカルデータストアに導入することを推奨します。（注）

Cisco ACI Virtual Edgeをインストールするための前提条件
インストールする前に、次のタスクを実行 Cisco ACI Virtual Edge :

• Cisco APICが正しく設定されていることを確認します。参照してください、 Cisco APIC
Getting Started guide』 および Cisco APICの基本的なコンフィギュレーションガイド 、
最初の Cisco APICを設定する方法については、Cisco.comにします。

•すべてのスイッチが登録されており、Cisco ACIファブリックが最新であることを確認し
ます。手順については、Cisco.comの『Cisco ApplicationCentric Infrastructure Fundamentals』
および『Cisco APIC Getting Started Guide』を参照してください。

• VCenterプラグイン内部 ACIファブリックが登録されていることを確認します。参照して
ください」vCenterを接続して、ACIファブリックにプラグイン」この章で「Cisco ACI
vCenterプラグイン」で、 Cisco ACI仮想化ガイド .

•新しい vCenterの VMMドメインとインターフェイスおよびスイッチのプロファイルを作
成 Cisco ACI Virtual Edgeします。

これらのタスクを実行する unified設定ウィザードを使用することをお勧めします。この
ガイドのGUIを使用したvCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファ
イルの作成（15ページ）の手順を参照してください。ただし、別の詳細なポリシーを設
定する必要がある場合があります。If so, see the appendix作成 vCenterドメイン、インター
フェイス、およびスイッチのプロファイルの代替手順（69ページ） in this guide.

•使用するには、 Cisco ACI Virtual Edge管理ツール (ACI vCenterプラグイン、VMware
PowerCLIと Pythonスクリプト)、vCenter 6.0を使用することを推奨します。 3またはそれ
以降に更新します。

• 1つまたは複数の ESXiホストとその Pnicを新しいに追加 Cisco ACI Virtual Edge vCenterで
vSphere Web Clientを使用して仮想スイッチ (DVS)分散型。

•ホストがすでにで実行されている Vmを分散リソーススケジューラ (DRS)クラスタに属
している場合は Cisco ACI Virtual Edgeを追加する前に、メンテナンスモードで、ホスト
を配置、 Cisco ACI Virtual Edgeを dvsにします。移行から、DRSをにより、メンテナンス
モードで、ホストにインストールを開始する前に、他のホストに Vm、 Cisco ACI Virtual
Edge VMが完全に対応します。
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•場合は、ホストは、DRSクラスタに属している、Nehalem以上、DRSクラスタの拡張
VMotion互換性 (EVC)モードが設定されていることを確認します。

• VXLANカプセル化を使用して Cisco ACI Virtual Edgeを接続する場合、Cisco ACIファブ
リックと Cisco ACI Virtual Edge間のパス上のすべての中間デバイスで、最大伝送単位
（MTU）の値を 1600以上に設定します。これらには FIスイッチや UCS-Bなどがありま
す。ただし、パフォーマンスを最適化するには、MTUを、CiscoACIファブリックとCisco
ACI Virtual Edge間のパス上のすべての中間デバイスがサポートする、最大サポートサイ
ズに設定する必要があります。

•インストールする場合は Cisco ACI Virtual Edge、Active Directoryドメインコントローラ
とシングルサインオン接続要求を作成するホストのvCenterServerのクロック同期、VMware
PowerCLIを使用しています。展開する際に問題が発生する可能性がありますクロックが
同期されていない場合 Cisco ACI Virtual Edge VMware PowerCLIツールを使用します。

詳細については、「ナレッジベース記事」例外を報告 SSOConnection SDKを発信:クライ
アントはサーバから SOAP障害を受信:<timestamp>が要求ライフタイム間隔に含まれてい
ないので、時間が 600000ミリ秒 (2125193)のクロック許容度を拡張」で、VMwareWebサ
イト</timestamp>。

Cisco APICの設定の構成
次のセクションでは、Cisco APICで Cisco ACI Virtual Edgeおよび VMware ESXi Hypervisorを
設定する方法について説明します。

1. vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの作成（12ペー
ジ）

2. インターフェイスとスイッチのプロファイルのガイドラインと前提条件（13ページ）

3. vCenterドメインプロファイルのガイドラインと前提条件（14ページ）

4. GUIを使用した vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの
作成（15ページ）

vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの作成

インストールする前に、CiscoACIVirtual Edge、vCenterを作成する必要がありますドメイン、
インターフェイス、およびスイッチのプロファイル。CiscoAPICの統合設定ウィザードで次の
タスクを実行することを推奨します。このガイドの GUIを使用した vCenterドメイン、イン
ターフェイス、およびスイッチのプロファイルの作成（15ページ）の手順を参照してくださ
い。

このタスクを実行する前に、このセクションのガイドラインを理解して、それに従う必要があ

ります。
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代替手順

手順を検索できます FEXプロファイルまたは詳細なインターフェイス、スイッチ、または
vCenterドメインプロファイルを設定する場合は、作成vCenterドメイン、インターフェイス、
およびスイッチのプロファイルの代替手順（69ページ）このガイドで。

ファイアウォールの考慮事項

推奨される統合構成ウィザードを使用すると、後で変更できるファイアウォールポリシーが

CiscoAPICによって自動で作成されます。代わりに代替手順を使用してインターフェイス、ス
イッチ、または vCenterドメインのプロファイルを作成すると、ファイアウォールポリシーを
手動で作成しなければならなくなります。指示に従っての分散型ファイアウォールのセクショ

ンで、 Cisco ACI仮想エッジ Configuration guide』 。

インターフェイスとスイッチのプロファイルのガイドラインと前提条件

Cisco ACI Virtual Edge用のインターフェイスとスイッチのプロファイルを作成する場合は、次
のガイドラインに従って前提条件を満たしてください。

インターフェイスおよびスイッチのプロファイルを作成するガイドライン

Cisco ACI Virtual Edgeは、ポートチャネル (PC)、仮想ポートチャネル (VPC)、MACの固定、
および FEXインターフェイスポリシーをサポートしています。

•リーフスイッチと Cisco ACI Virtual Edge vSphereホスト間にレイヤ 2ネットワークがある
場合は、レイヤ2ネットワークに接続されているインターフェイス上でインターフェイス
ポリシーを設定します。

•使用するリンク数とリーフ数によって、Cisco ACI Virtual Edgeに対し PCまたは VPCポリ
シーを設定する必要があるかどうかが判断できます。

•リーフとESXiホスト間で複数のリンクを使用している場合は、PCポリシーを設定す
る必要があります。

•複数のリーフと ESXiホスト間で複数のリンクを使用している場合は、VPCポリシー
を設定する必要があります。

• LACPポリシーを選択するには、以下のガイドラインに従います。

• Cisco ACI Virtual Edge（vSphereホスト）からのアップリンクがリーフスイッチに直
接接続されており、LACPチャネルプロトコルを使用するかオンにする場合は、[LACP
(Active or Passive)]を選択します。

• Cisco ACI Virtual Edgeからのアップリンクがリーフスイッチに直接接続されている一
方で、LACPチャネルプロトコルを使用しない場合は、[Static Channel - Mode On]を
選択します。

• Cisco ACI Virtual Edgeからのアップリンクを 1つのチャネルにまとめることができ
ず、個別のリンクとして動作する場合は、[MAC Pinning]を選択します。
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•管理インターフェイスの vSwitchポートグループを選択するには、次のガイドラインに従
います。

Cisco ACI Virtual Edge管理インターフェイス用に作成した vSwitchポートグループが、
DHCPまたはe vCenter IPプールによって、少なくとも IPv4アドレスを提供できることを
確認します。管理インターフェイス用の vSwitchポートグループに対して、追加の IPv6
アドレスを設定することができます。ただし、IPv6アドレスのみで設定することはできま
せん。

インターフェイスおよびスイッチプロファイルを作成する前提条件

リーフスイッチインターフェイスがESXiハイパーバイザーに物理的に接続されていることを
確認します。または、レイヤ 2デバイスを使用している場合には、リーフがレイヤ 2のデバイ
スに物理的に接続されていることを確認します。

vCenterドメインプロファイルのガイドラインと前提条件

Cisco ACI Virtual Edgeをインストールする前に、新しい vCenterドメインプロファイルを作成
する必要があります。既存の vCenterドメインプロファイルを変換することはできません。

VMware vCenterドメインプロファイルの作成のガイドライン

単一のドメイン下に、複数のデータセンターとDVSエントリを作成できます。ただし、各デー
タセンタに割り当てることができる Cisco ACI Virtual Edgeは 1つだけです。

VCenterおよびESXiホスト管理で IPv6が有効な場合は、VMMドメインを作成するときに IPv6
を使用できます。

VMware vCenterドメインプロファイルの作成の前提条件

マルチキャスト IPアドレスプールがに十分なマルチキャスト IPアドレスがあることを確認し
ます。VMware vCenterドメインに発行する EPGの数に対応する必要があります。VMware
vCenterドメインにすでに関連付けられているマルチキャストアドレスプールに IPアドレス
をいつでも追加できます。

十分な VLAN IDがあることを確認します。これを行わないと、エンドポイントグループ
（EPG）上のポートがカプセル化を使用できないと報告することがあります。

vCenterがインストールおよび設定されており、インバンド/アウトオブバンド管理ネットワー
クを介して到達可能である必要があります。

vCenterに対する管理者/ルートのクレデンシャルが必要です。
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GUIを使用したvCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの
作成

vCenterドメインを作成する際にVMware PortGroup名でデリミタを選択していた場合でも、こ
の手順では使用できません。この手順では、vCenterドメイン、インターフェイス、およびス
イッチプロファイルを設定できるようにする設定ウィザードを使用します。その代わりに、

vCenterドメインを個別に作製する必要があります。そうすると、デリミタのオプションが
Create vCenterDomainダイアログボックスに表示されます。このガイドの手順CiscoACIVirtual
Edgeの VMMドメインプロファイルの作成（78ページ）を参照してください。

（注）

始める前に

vCenterドメインプロファイルを作成する前に、Cisco APICでインバンド管理ネットワークを
使用して外部ネットワークへの接続を確立する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Fabric] > [Access Policies]の順にクリックします。

ステップ 3 [Policies]ナビゲーションウィンドウで、[Switch Policies]を右クリックして [Configure Interfaces,
PC, and VPC]をクリックします。

ステップ 4 Configure Interfaces, PC, and VPCダイアログボックスで、 Configured Switch Interfacesを展
開し、緑色の +アイコンをクリックして、以下の手順に従います:

a) [Select Switches to Configure Interfaces]エリアで [Quick]オプションボタンが選択されて
いることを確認します。

b) [Switches]ドロップダウンリストから、適切なリーフ IDを選択します。

[Switch Profile Name]フィールドに、スイッチプロファイル名が自動的に表示されます。

c) 緑色の [+]アイコンをもう一度クリックします。

Configure Interfaces, PC, andVPCダイアログボックスはウィザードを表示します。これを
使用すれば、vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチプロファイルを設定
できます。

ステップ 5 このウィザードで、次の手順を実行します。

a) Interface Typeエリアで、適切なオプションボタンを選択します。

CiscoACIVirtual Edgeの展開で有効なオプションは PC、VPCのみです。このガイドのセ
クションインターフェイスとスイッチのプロファイルのガイドラインと前提条件（13
ページ）を参照してください。

b) [Interfaces]フィールドで、vSphereホストのインターフェイスまたはインターフェイス
の範囲を入力します。
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インターフェイスまたはインターフェイスの範囲を入力すると、ウィザードは [Interface
Selector Name]フィールドに名前を入力します。

c) Interface Policy Groupエリアで、Create One ラジオボタンを選択します。

この手順は、インターフェイスおよびスイッチのポリシーを作成する場合であ

り、vCenterのドメインを最初から作成すると想定しています (既存のものを使
用するのではありません)。Choose Oneラジオボタンを選択すると、ウィザー
ドではポリシーを作成できなくなります。

（注）

d) CDP Policyまたは LLDP Policyドロップダウンリストから、ポリシーを作成します。

Cisco Unified Computing System（UCS）サーバを使用する場合は、2つのポリ
シーを作成します。最初のポリシーは Cisco Discovery Protocol (CDP)ポリシー
を有効にし、2番目のポリシーは Link Layer Discovery Protocol（LLDP）を無効
にします。

（注）

CDPおよび LLDPポリシーは、デフォルトでは無効にされています。これらは
構成ウィザードで有効にできます。Interface Policy Groupエリアで CDPポリ
シーまたは LLDPポリシーを有効にして、ファブリック内の Cisco ACI Virtual
Edgeと他のスイッチ上でそれらを有効にします。Cisco ACI Virtual Edgeで CDP
または LLDPのみを有効にする場合は、構成ウィザードの vSwitch Policyエリ
アでそれらを有効にします。

（注）

e) Link Level Policyドロップダウンリストで、目的のリンクレベルポリシーを選択する
か、作成します。

リンクレベルポリシーは物理インターフェイスの速度を指定します。リンクレベルポ

リシーを選択しない場合、速度はデフォルトの 10 Gbpsになります。

f) Port Channel Policyドロップダウンリストで、Create Port Channel Policyを選択しま
す。

g) Create Port Channel Policyダイアログボックスで、ポリシーの名前を入力し、モードを
選択し、Submitをクリックします。

ESXiサーバ上で同じポリシーモードを選択します。たとえば、サーバがLACPをサポー
トしていない場合は、Static Channel - Mode OnまたはMAC Pinningを選択できます。
ダイアログボックスの他のフィールドはオプションです。

h) Attached Device Typeエリアで、AVE VLAN Hostsまたは AVE VXLAN Hostsを選択し
ます。

ハイパーバイザがリーフスイッチに直接接続されている場合は、VLANまたは
VXLANを使用できます(ファブリックインターコネクトがファブリックに接続
されているCiscoUCSブレードサーバは、直接接続されていると見なされます)
。ただし、ハイパーバイザがリーフスイッチに直接接続されていない場合は、

VXLANを使用する必要があります。詳細については、Cisco ACI Virtual Edge
の概要（3ページ）を参照してください。

（注）

i) Domain エリアで、Create Oneラジオボタンが選択されていることを確認します。
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[Create One]オプションは、インターフェイスまたはスイッチプロファイルに新しい
VMMドメインを作成する際に、この手順と同様に使用されます。[Choose One]ボタン
は、既存のVMMドメインの一部にする新しいホスト用のインターフェイスまたはスイッ
チのプロファイルを作成するときに使用します。

j) [Domain Name]フィールドに、ドメイン名を入力します。

VMMドメインを作成する際に、ステップ 5 hで選択したアタッチデバイスの
タイプに応じて、VLANまたは VXLANカプセル化を選択できます。ただし、
VLANおよびVXLANカプセル化を使用するように設定できるのは1つのVMM
ドメインだけです。Cisco ACI Virtual Edgeのインストールが完了したら、混合
カプセル化をモードを有効にすることができます。『Cisco ACI Virtual Edge
Configuration Guide』の「Mixed-Mode Encapsulation Configuration」のセクション
を参照してください。

（注）

k) 次のいずれかの手順を実行します。

必須: Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードで展開する場合には、2つのVLANプールを作
成します。1つはプライマリのカプセル化のため、もう 1つはプライベート VLANの実
装のためです。プライベート VLANプールのロールは、内部である必要があります。
Cisco ACI Virtual Edgeを VXLANモードで展開する場合には、プライベート VLANプー
ルだけが必要です。
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次の操作手順5 hでの選択内容

1. [VLAN]エリアで、[Create One]ラジオ
ボタンが選択されていることを確認し

ます。

2. [VLANRange]フィールドに、必要に応
じて VLANの範囲を入力します。

インフラストラクチャネット

ワークの予約 VLAN IDを含
む範囲を定義しないでくださ

い。このVLANは内部使用の
ためのものだからです。

（注）

VLANの範囲は、外部またはオンザワ
イヤカプセル化のためのものです。こ

れは、ドメインに割り当てられる EPG
ごとにVLANを割り当てるために使用
されます。VLANは、リーフとの間で
パケットを送受信する際に使用されま

す。

3. Internal VLAN Rangeフィールドに、
範囲を入力します。

内部 VLANの範囲は、Cisco ACI仮想
エッジにより、内部 vSwitchのプライ
ベートVLANの割り当てに使用されま
す。VLANはESXホストの外部または
オンザワイヤからは表示されません。

Cisco ACI Virtual Edgeを使用
し、混合モードまたはVLAN
モードで展開する場合には、

2つのVLANプールを作成し
ます。1つはプライマリのカ
プセル化のため、もう 1つは
プライベートVLANの実装の
ためです。プライベート

VLANプールのロールは、内
部である必要があります。

Cisco ACI Virtual Edgeを
VXLANモードで展開する場
合には、プライベートVLAN
プールだけが必要です。

（注）

AVE VLANのホスト

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
18

Cisco ACI Virtual Edgeのインストール

GUIを使用した vCenterドメイン、インターフェイス、およびスイッチのプロファイルの作成



次の操作手順5 hでの選択内容

1. VLANエリアで、CreateOneラジオボ
タンが選択されていることを確認しま

す。

2. Internal VLAN Rangeフィールドに、
範囲を入力します。

3. Fabric Multicast Addressフィールド
に、225.1.1.1のようなマルチキャスト
アドレスを入力します。

4. Pool ofMulticast Address Rangesフィー
ルドで、新しいマルチキャストプール

を作成するか、既存のものを選択しま

す。

ステップ 3でマルチキャスト
アドレスを設定していた場

合、ステップ 4で設定する範
囲がオーバーラップしないよ

うにしてください。

（注）

5. Local Switchingエリアで、Trueまたは
Falseを選択します。

ローカルスイッチングでは、EPG内の
トラフィックはリーフは行きません。

それで、ローカルスイッチングを選択

した場合、一部のトラフィックカウン

タが表示されない可能性があります。

すべてのEPG内トラフィックを表示す
るには、Falseを選択する必要がありま
す。ローカルスイッチングモードと

ローカルスイッチングなしモードの詳

細については、About Cisco ACI Virtual
Edge（3ページ）のセクションを参
照してください。

AVE VXLANホスト

l) (任意) [Security Domains]ドロップダウンリストから、セキュリティドメインを選択す
るか、作成します。

m) [vCenter Login Name]フィールドに、vCenterの管理者またはルートのユーザ名を入力し
ます。

n) [Password]フィールドに、vCenterの管理者またはルートのパスワードを入力します。
o) [Confirm Password]フィールドにパスワードを再入力します。
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ステップ 6 [+]アイコンをクリックして [vCenter]を展開し、[Create vCenter Controller]ダイアログボッ
クスで、次のアクションを実行します。

a) [Name]フィールドに、vCenterドメインを参照する名前を入力します。

この名前は vCenterドメイン名と同じである必要はなく、vCenterホスト名を使用できま
す。

b) [Host Name (or IP Address)]フィールドに、ホスト名または IPアドレスを入力します。

ホスト名を使用する場合、CiscoAPICでDNSポリシーをすでに設定してある必要があり
ます。DNSポリシーを設定していない場合は、vCenter Serverの IPアドレスを入力しま
す。

c) DVS Versionドロップダウンリストから、DVSバージョンを選択します。

ここで選択した DVSのバージョンが、仮想スイッチに追加できるホストの最小 ESXi
バージョンになります。したがって DVSバージョン 6.0を選択すれば、ESXiバージョ
ン 6.0以降のホストを追加または管理できます。

Cisco ACI仮想エッジは、DVSおよび ESXiのバージョン 6.0以降をサポートし
ています。

（注）

d) [Datacenter]フィールドで、データセンター名を入力します。

[Datacenter]に入力する名前は、vCenterでの名前と正確に一致する必要があり
ます。名前では、大文字と小文字が区別されます。

（注）

e) [OK]をクリックします。

次の3つの手順で、ポートチャネル、vSwitch、またはインターフェイス制御ポ
リシーを指定しない場合は、この手順の前半で設定したものと同じインターフェ

イスポリシーが vSwitchに適用されます。

（注）

f) Port Channel Modeドロップダウンリストからモードを選択します。

MAC Pinningは、トップオブラックスイッチと Cisco ACI Virtual Edgeの間にユニファ
イドコンピューティングシステム（UCS）ファブリックインターコネクト (FI)がある
倍に選択します。

g) vSwitch Policyエリアで、ポリシーを選択します。
h) Interface Controlsエリアで、BPDU Guard、BPDU Filter、または両方を選択します。

BPDUガードおよび BPDUフィルタの詳細については、『Cisco ACI Virtual Edge
Configuration Guide』の「BPDU Features」のセクションを参照してください。

i) Firewallドロップダウンリストから、Learning、Enabledまたは Disabledモードを選択
します。

[Learning]モードがデフォルトになっていますが、これは分散ファイアウォールをサポー
トしていない Cisco AVSのバージョンから Cisco ACI Virtual Edgeにアップロードする場
合にのみ使用してください。それ以外の場合、分散ファイアウォールは [Enabled]モード
である必要があります。分散ファイアウォールモードは後で変更できます。『CiscoACI
仮想エッジ構成ガイド』の「分散ファイアウォール」の章を参照してください。
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j) [NetFlow Exporter Policy]オプションは無視します。

ステップ 7 Configure Interface, PC, And VPCダイアログボックスで、Saveをクリックし、もう一度 Save
をクリックし、それから Submitをクリックします。

ステップ 8 次の手順に従って、新しいドメインとプロファイルを確認します。

a) メニューバーで、[Virtual Networking] > [Inventory]を選択します。
b) ナビゲーションウィンドウで、[VMMDomains]> [VMware]> [Domain_name]> [Controllers]
を展開し、vCenterを選択します。

作業ウィンドウの [Properties]の下で、仮想マシンマネージャ (VMM)ドメイン名を参照して、
コントローラがオンラインであることを確認します。作業ウィンドウに、vCenterのプロパティ
が動作ステータスとともに表示されます。表示される情報によって、Cisco APICから vCenter
Serverへの接続が確立され、インベントリが使用できることを確認します。

ESXiホストと PNICを Cisco ACI Virtual Edge DVSに追加する
Cisco ACI Virtual Edgeをインストールする前に、1つ以上の ESXiホストと、それらに対応す
る PNICを新しい Cisco ACI Virtual Edge DVSに追加します。

始める前に

• Cisco ACI Virtual EdgeのためのVMMドメインを作成します。このガイドの手順 Cisco ACI
Virtual Edgeの VMMドメインプロファイルの作成（78ページ）を参照してください。

•ホストで使用可能な PNICを少なくとも 1つ用意します。

手順

ステップ 1 VMware vCenter Webクライアントにログインします。

ステップ 2 Networkingに移動します。

ステップ 3 左側のナビゲーションウィンドウで、CiscoACIVirtual Edgeフォルダと、新しく作成したCisco
ACI Virtual Edge VMMドメインのためのフォルダを展開します。

ステップ 4 Cisco ACI Virtual Edgeドメインを右クリックして、Add and Manage Hostsを選択します。

ステップ 5 Add andManage Hostsダイアログの Select taskペインで、Add hostsラジオボタンをクリック
して、Nextをクリックします。

ステップ 6 Select hostsペインで、New hostsを選択します。

ステップ 7 Select new hostsダイアログで、Cisco ACI Virtual Edge DVSに追加するすべてのホストを選択
して、OKをクリックします。

ステップ 8 Add and Manage Hostsダイアログボックスで、Nextをクリックします。

ステップ 9 Manage physical adaptersチェックボックスをオンにして、Nextをクリックします。

ステップ 10 Manage physical network adapters ペインで PNICを選択し、Assign uplinkをクリックします。
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ステップ 11 Select an Uplinkダイアログボックスで、アダプタのアップリンクを選択して、[OK]をクリッ
クします。

ステップ 12 追加する PNICごとに、手順10と手順 11を繰り返します。

ステップ 13 Nextをクリックし、Nextをもう一度クリックし、Finishをクリックします。

手順 6で選択した各ホストが、Cisco ACI Virtual Edgeドメインの作業ウィンドウに表示されま
す。

次のタスク

Cisco ACI Virtual Edge VMの OVFファイルを vCenterにアップロードします。

vCenterを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインスト－ル
プレインストールの前提条件を満たしたら、vCenterを使用して Cisco ACI Virtual Edgeをイン
ストールすることができます。プロセスを自動化するCiscoACI vCenterプラグインを使用しま
す。

最初に、Cisco ACI Virtual Edge VMオープン仮想化フォーマット (OVF)ファイルを vCenterコ
ンテンツライブラリにアップロードします。それから、Cisco ACI Virtual Edgeを ESXiホスト
に展開することができます。

コンテンツライブラリとしてローカルデータストアを使用する場合には、ホストを削除して

からコンテンツライブラリを再度作成し、vCenterに再アタッチします。ホストを再アタッチ
するとデータストアの IDが変更されるため、コンテンツライブラリとデータストアの間の関
連づけが解除されるからです。

（注）

Cisco ACI Virtual Edgeを展開した後に、vCenterインベントリから削除し、追加し直してはな
りません。これを行うと、導入時に加えたすべての設定が削除されます。既存のものをインベ

ントリに戻すのではなく、Cisco ACI Virtual Edgeを新しく追加してください。

（注）

Cisco ACI Virtual Edge VMの OVFファイルを vCenterにアップロードす
る

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを vCenterにアップロード済み。これは ESXiホスト
に Cisco ACI Virtual Edgeを展開する前に行っておく必要があります。
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始める前に

次のことは実行済みであることを前提に説明します：

• Cisco APIC上の Cisco ACI Virtual Edgeのために VMMドメインを作成済み。

• 1つ以上の ESXiホストと PNICを vCenterの新しい Cisco ACI Virtual Edge DVSに追加済
み。

•自分のコンピュータに OVFファイルの含まれているフォルダをダウンロード。

• OVFファイルが Cisco APICのバージョンと互換性があることを確認。

• Cisco ACI vCenterプラグイン内で Cisco ACIファブリックを登録済み。

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Content Libraries]を選択します。

Cisco ACI Virtual Edge VMOVFをアップロードしたものを受け取るため、既存のコンテンツラ
イブラリを使用するか、作成します。手順については、VMwareのドキュメンテーションを参
照してください。

ステップ 3 ライブラリを選択し、[Import item]をクリックします。

ステップ 4 [Import library item]ダイアログボックスで、[Browse]ボタンをクリックします。

ステップ 5 ポップアップダイアログボックスで、OVFファイルを選択し、[Open]をクリックします。

OVFファイルをコンテンツライブラリにアップロードすると、Templatesタブの下の作業ウィ
ンドウに表示されます。

次のタスク

ESXiホストに Cisco ACI Virtual Edgeを展開します。

CiscoACIvCenterプラグインを使用したESXiホストでのCiscoACIVirtual
Edgeのデプロイ

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを VMware vCenterにアップロードした後、ESXiホス
トに Cisco ACI Virtual Edgeをデプロイします。

始める前に

次のことを既に実行済みである必要があります。

• Cisco APICの Cisco ACI Virtual Edge用の VMMドメインを作成済み。
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• vCenterの新しい Cisco ACI Virtual Edge DVSに 1つ以上の ESXiホストと PNICを追加済
み。

• Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを vCenterにアップロード済み。

VMware vCenter 6.0 Web Clientを使用している場合は、OVFファ
イルを参照するポップアップウィンドウが表示されないことがあ

ります。この場合、OVFと仮想マシンディスクファイル (VMDK)
を HTTPサーバーにアップロードします。その後、サーバーから
OVFファイルURLを使用して、OVFファイルをコンテンツライ
ブラリにダウンロードします。

（注）

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home]作業ウィンドウで、[Cisco ACI Fabric]アイコンをクリックします。

ステップ 3 Cisco ACI Fabricナビゲーションウィンドウで、ACI Virtual Edgeをクリックします。

ステップ 4 [ACIVirtualEdge]作業ウィンドウで、複数の仮想ドメインがある場合は、[Select anACIVirtual
Edge Domain]ドロップダウンリストからドメインを選択します。仮想ドメインが 1つしかな
い場合は、次の手順に進みます。

ステップ 5 Cisco ACI Virtual Edgeをデプロイするホストを選択します。

ステップ 6 [ACI Virtual Edge version]ドロップダウンリストから、デプロイするバージョンを選択しま
す。

ステップ 7 [Management PortGroup]ドロップダウンリストから、管理ポートグループを選択します。

ステップ 8 [Datastore]ドロップダウンリストから [Custom]を選択し、[Edit]をクリックします。

ステップ 9 [Custom AVE Datastore selection]ダイアログボックスで、[Use local datastore only]チェック
ボックスがオンになっていることを確認してから、各Cisco ACI Virtual Edgeに対してローカル
データストアを選択します。

Cisco ACI Virtual Edgeのインストールは、現行リリースのローカルデータストアで
のみサポートされています。リモートホストを選択しようとすると、警告メッセージ

が表示されます。リモートデータストア (SAN)へのインストールは、将来のリリー
スでサポートされる予定です。

（注）

vCenterでは、すべてのタイプのローカルストレージが表示されない場合があります。
ただし、[Use local datastore only]チェックボックスをオフにすると、vCenterはすべ
てのローカルデータストアを表示します。詳細については、詳細については、「When
installing ESX/ESXi 4.x or 5.x to a physical server, the local SAS drive appears as a remote
storage (1027819)」を参照してください。

（注）

ステップ 10 [VM Admin Password]フィールドに、Cisco ACI Virtual Edge VMの新しいパスワードを入力し
ます。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
24

Cisco ACI Virtual Edgeのインストール

Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストでの Cisco ACI Virtual Edgeのデプロイ



ステップ 11 [Install/Upgrade ACI Virtual Edge]をクリックします。

ステップ 12 [Install]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

作業ウィンドウで、インストールされたホストに OpFlexステータス、Cisco ACI Virtual Edge
VM、および管理 IPが表示されます。OpFlexが登場するまで少し時間がかかるかもしれませ
ん。

次のタスク

•正しい EPGを Cisco APICコントローラのVMMドメインに接続するか、または Cisco ACI
vCenterプラグインを使用して vCenter経由で接続します。

• VMを vCenterの正しいポートグループに配置します。

VMware PowerCLIを使用したCisco ACI Virtual Edgeのイン
ストール

プレインストールの前提条件を満たした後に、VMware PowerCLIを使用して Cisco ACI Virtual
Edgeをインストールすることができます。

最初に、VMware PowerCLIファイルを含む zipファイルをダウンロードし、Cisco ACI Virtual
Edgeモジュールをインポートし、 vCenterコンテンツライブラリから新しい Cisco ACI Virtual
Edge VMを展開します。

VMware PowerCLIを使用した Cisco ACI Virtual Edge Cisco ACI仮想エッ
ジのインストール

Windowsプラットフォームを用いている場合には、Cisco ACI Virtual Edgeをインストールする
ために VMware PowerCLIを使用することができます。

スクリプトモジュールをダウンロードしたら、VMware PowerCLIを使用して vCenterに接続
し、CiscoAVEモジュールをインポートし、新しい Cisco ACI Virtual Edge VMを vCenterコンテ
ンツライブラリから展開します。

パラメータのヘルプを参照するには、コマンドで「Get-Help」を使用します。たとえば、Get-Help
New-LocalContentLibraryのように入力します。

（注）
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手順

ステップ 1

ステップ 2 Cisco.comから cisco-ave-tools-version.zipファイルをダウンロードします。

フォルダには次の内容が含まれます:
cisco-ave-tools-<version>

* powercli/

. CiscoAve.psm1

ステップ 3 CiscoAVEモジュールをインポートします。

例：

C:\> Import-Module .\Users\user name\Desktop\CiscoAve.psm1

ステップ 4 vCenterに接続します。

次の例に示すように、VIServerと cisServerの両方に接続する必要があります。

例：

PowerCLI C:\> Connect-VIServer -Server vcenter_domain.com

PowerCLI C:\> Connect-cisServer -Server vcenter_domain.com

ステップ 5 vCenterで新しいコンテンツライブラリを作成します。

例：

PowerCLI C:\> New-LocalContentLibrary -Name content_library_Name -Datastore data_store_name

ステップ 6 Cisco ACI Virtual Edge OVFファイルをコンテンツライブラリにアップロードします。

例：

PowerCLI C:\> New-AveContentLibraryItem -Name name_of_OVF_file -ContentLibrary
content_library_name -Ovf path on your machine to OVF file

ステップ 7 (オプション)コンテンツライブラリから項目を削除します。

例：

PowerCLI C:\> Remove-LocalContentLibraryItem -Name name_of_OVF_file -ContentLibrary
content_library_name

ステップ 8 (オプション)コンテンツライブラリ項目の詳細を取得します。

例：

PowerCLI C:\> Get-ContentLibraryItem -Name name_of_OVF_file

ステップ 9 ホストにすでに展開されている Cisco ACI Virtual Edge VMを一覧表示します。

例：

C:\> Get-AveVM

コンソールに次のようなメッセージが表示されます:
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Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-1 192.0.2.101 ave-vm-1 192.0.2.141

ステップ 10 次のいずれかの方法で vCenterコンテンツライブラリから Cisco ACI Virtual Edge VMを展開し
ます。

•方法 1 —この方法で新しい Cisco ACI Virtual Edge VMを展開します。Cisco ACI Virtual
Edge管理に IPアドレスを静的に割り当てます。

•方法 2—この方法で新しいCiscoACIVirtual EdgeVMを展開します。この方法では、Cisco
ACI Virtual Edge管理に IPアドレスを割り当てるため、管理ネットワーク上に DHCPサー
バを必要とします。

説明オプション

結果項目

次のコマンドを使用します。

PowerCLI C:\> New-AveVM -HostName host where you want to deploy Cisco ACI
Virtual Edge -DomainName VM_domain_name -MgmtPortgroupName

方法 1

management_port_group_name -InfraVlan infraVLAN -OvfItem OVF_file_name
-Datastore data_store_name -Ip Management IP address for Cisco ACI Virtual
Edge -Netmask subnet_mask -Gateway gateway_ IP_address -Nameserver
DNS_IP_address

Cisco ACI Virtual Edge展開のためのローカルデータストアを選択しま
す。リモートホストへの Cisco ACI Virtual Edge VMのインストールは
サポートされていません。

（注）

次のパラメータはオプションです (これらを使用しない場合には、展開中、管理
ネットワーク上のDHCPサーバが Cisco ACI Virtual Edge管理に IPアドレスを割
り当てる必要があります)。

• -iP

• -Netmask

• -Gateway

• -Nameserver

次のコマンドを使用します。

PowerCLI C:\> New-AveVM -HostName host where you want to deploy Cisco ACI
Virtual Edge -DomainName VM_domain_name -MgmtPortgroupName

方法 2

management_port_group_name -InfraVlan infraVLAN -OvfItem OVF_file_name
-Datastore data_store_name

Cisco ACIO仮想エッジ導入のためのローカルデータストアを選択し
ます。リモートホストへの Cisco ACI Virtual Edge VMのインストール
はサポートされていません。

（注）

インストールが完了してから、次のステップに進みます。展開が完了するまでは、コンソール

に経過表示バーとステータスメッセージが表示されます。

Deploying AVE VM on Host <hostname> for domain <domainname>
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ステップ 11 プロンプトが表示されたら、管理者パスワードを入力します。これは SSHで Cisco ACI Virtual
Edgeに接続するために必要です。

例：

PowerCLI C:\> $password = Read-Host -AsSecureString

PowerCLI C:\> New-AveVM -HostName host where you want to deploy Cisco ACI Virtual Edge
-DomainName VM VM_domain_name -MgmtPortgroupNamemanagement_port_group_name -AdminPassword
$password -InfraVlan infraVLAN -OvfItem
OVF_file_name -Datastore data_store_name

ステップ 12 ホストに展開されている Cisco ACI Virtual Edge VMホストをもう一度一覧表示して、インス
トールを確認します。

例：

C:\> Get-AveVM

コンソールに次のような一覧が表示されます:
Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-2 192.0.2.103 ave-vm-2 192.0.2.143
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-1 192.0.2.101 ave-vm-1 192.0.2.141

ステップ 13 (オプション)不要な Cisco ACI Virtual Edge VMを vCenterから削除します。

例：

C:\> Remove-AveVM -HostName 192.0.2.101 -DomainName ave-vm-1

例：

アンインストールが完了してから、次のステップに進みます。アンインストールが完了するま

では、コンソールに経過表示バーとステータスメッセージが表示されます。

ステップ 14 ホストに展開されている Cisco ACI Virtual Edge VMホストをもう一度一覧表示して、削除を確
認します。

例：

C:\> Get-AveVM

コンソールに次のような一覧が表示されます:
Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-2 192.0.2.103 ave-vm-2 192.0.2.143

Pythonを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインストール
プレインストールの前提条件を満たしたら、Pythonを使用してCisco ACI Virtual Edgeをインス
トールすることができます。

まずPythonファイルを含むZIPファイルをダウンロードし、Pythonを実行する環境を設定し、
Pythonコマンドを使用して vCenterでコンテンツライブラリを作成し、Cisco ACI Virtual Edge
VM OVFファイルを vCenterコンテンツライブラリにアップロードし、そしてコンテンツラ
イブラリから新しい VMを展開します。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
28

Cisco ACI Virtual Edgeのインストール

Pythonを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのインストール



Cisco ACI Virtual Edgeをインストールするための Python環境のセット
アップ

Pythonを使用して Cisco ACI Virtual Edgeをインストールできるようにするため、Python環境
をセットアップします。

始める前に

• Python 2.7.13降のバージョンがあることを確認します。

• Cisco ACI Virtual Edgeの Pythonインストールに必要な VMware vCenter 6.0 GA U3以降が
あることを確認します。

•インストールプロセスを容易でスムーズなものにするため、仮想環境を使用することを強
く推奨します。

手順

ステップ 1 Cisco.comから次の zipファイルをダウンロードします: cisco-ave-tools-version.zip.

フォルダには次の内容が含まれます:
cisco-ave-tools-<version>

* python/

. requirements.txt

. content-library.py

. get-avevm.py

. new-avevm.py

. remove-avevm.py

. utilities.py

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します:

説明オプション

手順条件

仮想環境を使用す

る必要がある

インターネットアクセスでプロキシを使用する予定の場合に

は、プロキシを次のように設定します:
export http_proxy=http://your_proxy_ip:your_proxy_port
export https_proxy=http://your_proxy_ip:your_proxy_port

（注）

1. 次のコマンドを入力します:

# pip install virtualenv

2. 次のコマンドを入力します:

# virtualenv venv

3. 次のいずれかのコマンドを入力して、仮想環境をアクティブ化します:
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説明オプション

• MAC OSおよび Linuxシステムの場合: . venv/bin/activate

• Windowsシステムの場合: ven\Scripts\activate

次のコマンドを入力して、Pythonパッケージの参照情報をインストール
します:

# pip install -r requirements.txt

ファイル requirements.txtには、スクリプトで必要な、す
べての依存関係が含まれています。これは 1回限りのタスクで
す。権限の問題がある場合は、次のコマンドを使用してくださ

い:# sudo -H pip install -r requirements.txt

（注）

次のコマンドを入力して、Pythonパッケージの参照情報をインストール
します:

仮想環境は使用し

ないでください。

# pip install -r requirements.txt

ファイル requirements.txtには、スクリプトで必要な、す
べての依存関係が含まれています。これは 1回限りのタスクで
す。権限の問題がある場合は、次のコマンドを使用してくださ

い:# sudo -H pip install -r requirements.txt

（注）

インストール Cisco ACI Virtual Edge Pythonを使用して
一連のいくつかのタスクを実行する Pythonスクリプトを実行するとします。VCenterでの新し
いコンテンツライブラリを作成するには、これらのアップロード、 Cisco ACI Virtual Edge VM
OVFファイルをコンテンツライブラリ、し、新しい導入 Cisco ACI Virtual Edgeコンテンツラ
イブラリから VM。

入力できる -h パラメータのいずれかのヘルプを取得する任意のスクリプトで。例：
# python new-avevm.py -h

（注）

始める前に

• Python環境の設定を確認します。このガイドの手順Cisco ACI Virtual Edgeをインストール
するための Python環境のセットアップ（29ページ）を参照してください。

• Pythonスクリプトを実行する前に unset Python環境を設定するときにを access the Internet(イ
ンターネットにアクセス、インターネットへのアクセス、インターネットアクセス、イン

ターネット接続):プロキシを使用している場合
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unset http_proxy
unset https_proxy

手順

ステップ 1 VCenterで次のスクリプトを実行して、新しいコンテンツライブラリを作成します。
# python content-library.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name'
--vcPwd 'vCenter password' Create --name content library name --datastore datastore name
--datacenter datacenter name

ステップ 2 コンテンツライブラリに OVFファイルをアップロードするには、次のスクリプトを実行して
います。

# python content-library.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name'
--vcPwd 'vCenter password' Upload --library content library name --item AVE OVF filename
--path path on your machine to OVF file

コンテンツライブラリにアップロードするマシンを完了するには、少し時間がかかる可能性が

あります。アップロードが完了してから、次のステップに進みます。

アップロードステータスが表示されます。を示すメッセージアップロードが完了するまで待

機します。

ステップ 3 (オプション)コンテンツライブラリから項目を削除するには、次のスクリプトを実行していま
す。

# python content-library.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name'
--vcPwd 'vCenter password' Remove --library content library name --item item to be deleted

ステップ 4 すべてを一覧表示、 Cisco ACI Virtual Edge次のスクリプトを実行して、現在導入 Vm:
# python get-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name' --vcPwd
'vCenter password'

次の例のようにリストが表示されます。

Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-1 192.0.2.101 ave-vm-1 192.0.2.141

ステップ 5 新しい導入 Cisco ACI Virtual Edge次の方法のいずれかを使用したコンテンツライブラリから
VM:

•方法 1:このメソッドを使用して、新しい Cisco ACI仮想エッジ VMを展開します。Cisco
ACI仮想エッジ managementにを IPアドレスを割り当てこれは静的にします。

•方法 2:このメソッドを使用して、新しい Cisco ACI仮想エッジ VMを展開します。これ
は、IPアドレスを割り当てに管理ネットワークでDHCPサーバが Cisco ACI仮想エッジ管
理するすることが必要です。

説明オプション

結果項目

次のコマンドを使用します。

# python new-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser vCenter user name
--vcPwd

方法 1
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説明オプション

vCenter password --hostName host where you want to deploy Cisco ACI Virtual
Edge --domainName VM domain name --mgmtPortgroupName name of management
portgroup --infraVlan infraVLAN --ovfItem name of OVF file --datastore data
store name --ip management IP address for Cisco ACI Virtual Edge --netmask
subnet mask --gateway gateway IP address --nameserver DNS IP address

CiscoACI仮想エッジ導入のローカルデータストアを選択します。Cisco
ACI仮想エッジ上の VMリモートホストのインストールがサポートさ
れていません。

（注）

次のパラメータはオプション: (それらを使用しない場合、管理ネットワークで
DHCPサーバする必要があります IPアドレスを割り当て Cisco ACI仮想エッジ
管理用の導入時に)。

• ip

• -サブネット

• -ゲートウェイ

• -ネームサーバ

次のコマンドを使用します。

# python new-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser vCenter user name
--vcPwd

方法 2

vCenter password --hostName host where you want to deploy Cisco ACI Virtual
Edge --domainName VM domain name --mgmtPortgroupName name of management
portgroup --infraVlan infraVLAN --ovfItem name of OVF file --datastore data
store name

CiscoACI仮想エッジ導入のローカルデータストアを選択します。Cisco
ACI仮想エッジ上の VMリモートホストのインストールがサポートさ
れていません。

（注）

ステップ 6 メッセージが表示されたら、[adminPasswordは、Cisco ACI仮想エッジへの SSHで接続する必
要を入力します。

また、変数に adminPasswordを読み取りおよび Cisco ACI仮想エッジ VMを導入する際に使用
できます。

# read -s pass

[type in adminPassword]

# python new-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser vCenter user name --vcPwd
vCenter password --hostName host where you want to deploy Cisco ACI Virtual Edge
--domainName VM domain name --mgmtPortgroupName name of management portgroup --infraVlan
infraVLAN --ovfItem name of OVF file --adminPassword $pass --datastore data store name

ステップ 7 インストールが完了してから、次のステップに進みます。

画面にはインストールのステータスが表示されます:
Connecting to vCenter...
Getting objects from inventory...
Initializing tags...
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Checking for existing AVE VM...
Getting OVF From content library...
Mapping networks...
Deploying OVF (this might take several minutes)...
Configuring VM...
Powering On VM...

Deployment successful!

ステップ 8 もう一度リストすることによって、インストールを確認しますCisco ACI Virtual Edge次のスク
リプトを実行して導入 Vm:
# python get-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name' --vcPwd
'vCenter password'

例：

リストが表示されるは次に似ています。

Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.103_ave-vm-2 192.0.2.103 ave-vm-2 192.0.2.143
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-1 192.0.2.101 ave-vm-1 192.0.2.141

ステップ 9 (オプション)不要ないずれかの削除 Cisco ACI Virtual Edge次のスクリプトを実行して、vCenter
から VM:
# python remove-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name' --vcPwd
'vCenter password' --hostName name of host where AVE VM resides --domainName name of
VM domain

次のメッセージが表示されます。

Connecting to vCenter...
Getting objects from inventory...
Initializing tags...
Getting the AVE SVM...
Removing Tags...
Deleting VM...

Removal successful!

ステップ 10 もう一度リストすることによって、削除の確認、Cisco ACI Virtual Edge次のスクリプトを実行
して導入 Vm:
# python get-avevm.py --vcHost vCenter host name --vcUser 'vCenter user name' --vcPwd
'vCenter password'

リストが表示されるは次に似ています。

Virtual Machine Host Domain Management IP
cisco-ave_192.0.2.101_ave-vm-2 192.0.2.103 ave-vm-2 192.0.2.143

GUIを使用した Cisco ACI仮想エッジライセンスの表示
Cisco APIC Release 3.2(1)以降では、スマートライセンス機能の一部として、Cisco ACIファブ
リックの Cisco ACI Virtual Edgeライセンスを表示できます。
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また、NX-OSスタイルのCLIコマンドを使用してライセンス情報を表示することもできます。
詳細については、ナレッジベースの記事、『スマートライセンス』を参照してください。

Cisco.com で利用できます。

始める前に

スマートライセンスを登録する必要があります。ナレッジベースの記事、『スマートライセ

ンス』を参照してください。Cisco.com で利用できます。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 System > Smart Licensingに移動します。
中央のペインの、SmartLicenseUsageエリアにライセンス、その番号、およびステータスのリ
ストが表示されます。Cisco ACI Virtual Edgeのライセンスについては、Countカラムに、Cisco
ACIの Cisco ACI Virtual Edgeインスタンスの数が表示されます。カウントされるのは、オンに
され、OpFlexを通して接続されている Cisco ACI Virtual Edgeインスタンスだけです。

Countカラムには、Cisco APICによって管理されているVMware vCenter DVSに存在するCisco
ACI Virtual Edgeインスタンスだけです。Cisco ACI Virtual Edgeオンになっていないインスタン
スも、ライセンスの対象としてカウントされます。

アップデートやダウングレードの実行中には、Cisco ACI Virtual Edgeのライセンスカ
ウントが不正確になる場合があります。

（注）

インストール後の設定
Cisco ACI Virtual Edge、をインストールしたら、次の主要な設定タスクを実行してください:

•アプリケーションプロファイルを展開します。これにはテナント、アプリケーションプ
ロファイル、EPG、フィルタ、および契約の作成と、VMへのポート割り当てが含まれま
す。それからアプリケーションプロファイルを確認します。

手順については、『Cisco APIC基本設定ガイド』を参照してください。

•分散ファイアウォールを使用する場合は、インストール後に有効にします。『Cisco ACI
Virtual Edge Configuration Guide』の「Distributed Firewall」の章を参照してください。

• CiscoACIVirtualEdgeが複数宛先のトラフィック、特にブレードスイッチを通るトラフィッ
クを転送できるようにするには、インフラ BDサブネット下で IGMPクエリアを設定しま
す。これにより、デバイスはそのレイヤ2マルチキャストツリーを構築できる余蘊ありま
す。

『Cisco ACI仮想エッジ構成ガイド』の「IGMPクエリアとスヌーピングの設定」のセク
ションを参照してください、
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『Cisco ACI仮想エッジ構成ガイド』では、その他の設定タスクの手順も確認できます。これ
にはマイクロセグメンテーション、SPAN、EPG内分離の適用、混合モードのカプセル化、お
よび BPDU機能が含まれます。
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第 4 章

Cisco AVから移行するCisco ACI Virtual Edge

この章で説明する Ciscoアクセス違反から移行 Cisco ACI Virtual Edge、さまざまな方法を含み
ます。

• Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edge移行する（37ページ）
• Cisco AVから移行するための方法をCisco ACI Virtual Edge（37ページ）
• Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行するための前提条件（40ページ）
• Migrate from Cisco AVS to Cisco ACI Virtual Edge Using the Cisco ACI vCenter Plug-in（43
ページ）

Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edge移行する
Cisco AVSを使用している場合には、ホストとその VMをそのスイッチから Cisco ACI Virtual
Edgeに移行することができます。

いくつかの前提条件を満たした後に、vCenterプラグインを使用し、3つの方法のいずれかを使
用して Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行してください。

Cisco AVから移行するための方法をCisco ACI Virtual Edge
3つの方法のいずれか vCenterプラグインに役立つCiscoアクセス違反から移行CiscoACIVirtual
Edge。各方式は、同じ vCenter GUI画面の指示移行を自動化できます。選択した方法は、お客
様のセットアップとネットワークトポロジによって異なります。

• DRS :移行するすべてのホストは同じ分散リソーススケジューラ (DRS)クラスタ。VCenter
プラグインは、ホストをメンテナンスモードにすると DRSは、クラスタ内の別のホスト
にホストの Vmを自動的に移行します。

この方法では、ホストに存在するすべてのアクティブなVmは最小限のトラフィックが失
われる結果として、ホストから自動的に移動します。

•ホストを予約 :予約のホストを選択して、vCenterプラグインは、移行を進める前に、こ
のホストにすべてのアクティブな Vmを移行します。
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この方法では、ホストに存在するすべてのアクティブなVmは最小限のトラフィックが失
われる結果として、ホストから自動的に移動します。

•インプレース移行 ]:ホストに移行CiscoACIVirtual Edgeホストで実行されているアクティ
ブなVmとします。場合は、この方法を使用する別のホストにVmを移動してのみの導入
を検討していない Cisco ACI Virtual Edge。

この方法では、Vmのネットワークの接続性に大量の停止が発生
します。

（注）

DRS移行ワークフロー

次の移行がクラスタ内のホストがないのでは Cisco ACI Virtual Edgeオンライン OpFlexを実行
しています。

1. ホストはメンテナンスモードに入ります。

2. Cisco ACI Virtual Edge DVSがホストに追加されます。

確認します Cisco ACI Virtual Edge dvsには、内部が外部および内通ポートグループと
Cisco AV上には、同じポートグループ/。

3. Pnicと vmknicはシスコの AV DVSにから移動、 Cisco ACI Virtual Edge dvsにします。

4. ホストでのVmの電源をオフのポートグループにCiscoアクセス違反から更新Cisco ACI
Virtual Edge。

5. Cisco AV dvsには、ホストから削除されます。

6. (選択した場合にアンインストールするよう)、Cisco AVモジュールは、ホストからアン
インストールされます。

7. 「アフィニティルールは、DRSクラスタに配置されます。

「アフィニティルールで実行されているすべての Vmの移動から DRSを防止する、
Cisco ACI Virtual Edgeまでアップグレードされているホストを dvsに、 Cisco ACI Virtual
Edge VMが完全に展開します。

8. ホストはメンテナンスモードから取得されます。

9. Cisco ACI Virtual Edgeホストで VMを展開します。

10. OpFlexエージェントがオンラインになった。

11. DRSクラスタで「アフィニティルールが削除されます。

ホストに Ciscoアクセス違反から移行を終了して今すぐ Cisco ACI Virtual Edge。

クラスタ内の任意のホストが稼働している場合は、DRSがチェックをクラスタ化、クラスタ内
の別のホストを移行するときに Cisco ACI Virtual Edge。実行しているホストには、2番目のホ
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ストからの Vmが移動するには、1つが検出されると、 Cisco ACI Virtual Edgeクロス DVS
VMotionを介して。新しいホストが十分なリソースを持っていない場合、元のホストでVmが
残されています。複数のホストが実行するとき Cisco ACI Virtual Edge、DRSクラスタ残高移
行中の間でロードします。

ホストを予約 移行ワークフロー

予約のホストが Cisco AVを実行するかどうか、アクティブな Vmは、標準的な VMotionを使
用して、予約のホストに移動されます。予約のホストが実行しているかどうかCiscoACIVirtual
Edge、アクティブなVmは、クロス dvsにVMotionを使用して、予約のホストに移動します。

予約のホストの移行方式を使用して、予約のホストが実行しているかどうか Cisco ACI Virtual
Edge、すべてのホストは、ESXiバージョン 6.0を実行する必要があります。そうしないと、
DVS間の VMotionは機能しません。

（注）

1. ホストはメンテナンスモードに入ります。

2. Cisco ACI Virtual Edge DVSがホストに追加されます。

3. Pnicと vmknicはシスコの AV DVSにから移動、 Cisco ACI Virtual Edge dvsにします。

4. ホストでのVmの電源をオフのポートグループにCiscoアクセス違反から更新Cisco ACI
Virtual Edge。

5. Cisco AV dvsには、ホストから削除されます。

6. Cisco AVモジュールは、ホストからアンインストールされます。

7. 「アフィニティルールは、DRSクラスタに配置されます。これにより、Vmで実行され
ている、 Cisco ACI Virtual Edge DVSにアップグレードされているホストに移動します。

8. ホストはメンテナンスモードから取得されます。

9. Cisco ACI Virtual Edgeホストで VMを展開します。

10. OpFlexエージェントがオンラインになった。

11. ステップ 1で予約のホストに VMotionによって自動的に移動された Vmが [VMotionで
[だけに移行するホストに戻さ Cisco ACI Virtual Edge。

Vmは、標準的な VMotionを使用して、予約のホストに移動された場合に移動させるク
ロス DVS VMotionが使用されます。Vmは、クロス dvsに VMotionを使用して、予約の
ホストに移動された場合に移動して標準 VMotionが使用されます。

インプレース移行ワークフロー

1. Cisco ACI Virtual Edge DVSがホストに追加されます。

2. Cisco ACI Virtual Edgeホストで VMを展開します。
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アップリンクが接続されていないと、OpFlexがダウンしています。

3. Pnicと vmknicはシスコの AV DVSにから移動、 Cisco ACI Virtual Edge dvsにします。

Cisco AVで実行されている Vmには、この時点でネットワークの接続性が失われます。

4. OpFlexエージェントがオンラインになった。

5. VMポートグループに Ciscoアクセス違反から更新 Cisco ACI Virtual Edge。

6. Cisco AV dvsには、ホストから削除されます。

Cisco ACI Virtual Edgeモジュールは、この方法を使用して、ホストにインストールされたまま;
アンインストールするには、メンテナンスモードにホストを入れる必要があります。

（注）

Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行するための前
提条件

ホストと VMを Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行する前に、次のタスクを実行し
してください。

• Cisco APIC内に Cisco ACI Virtual Edge用の VMMドメインを作成します。

すべてのポートグループを有する、関連付けられた DVSが vCenter内ですでに作成され
ている必要があります。

•ホストが移行できるように OpFlexがオンラインであることを確認します。

• Cisco ACI Virtual Edge OVFファイルを vCenterコンテンツライブラリにアップロードし
ます。

手順については、このガイドのプロシージャ、 Cisco ACI Virtual Edge VMの OVFファイ
ルを vCenterにアップロードする （22ページ）を参照してください

•アップグレードする予定のホスト上のすべてのVMが、共有ストレージを使用しているこ
とを確認します。

• vmknicが使用するすべての EPGが、ネイティブモードのスイッチを使用していることを
確認します。

EPGによるバックアップがない限り、vmknicを移行することはで
きません。

（注）

• Cisco ACI Virtual Edge管理ツール (ACI vCenterプラグインを含む)を使用する場合には、
vCenter 6.0 Update 3移行を使用することを推奨します。
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•すべてのホストがESXi6.0以降を実行していることを確認します。移行中のすべてのホス
トと、予約ホスト移行を使用している場合には移行ホストが、ESXiの以前のバージョン
を実行しているのでない限り、クロス DVS VMotionは失敗します。

• DRSクラスタの拡張 VMotion互換性 (EVC)モードが Nehalem以上に設定されていること
を確認します。

• VMotion移行が、Cisco ACI Virtual Edgeのインストール済みホストの制限を超えることが
ないように計画します。制限は、ESXiホストごとに 300 VMです。

• Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードまたは VLANのモードで展開する場合には、2つの
VLANプールを作成します。1つはプライマリカプセル化のため、もう 1つはプライベー
ト VLANの実装のためです。

プライベート VLANプールの役割は内部である必要があります。Cisco ACI Virtual Edge
VXLANモードで展開する場合には、プライベート VLANプールだけが必要です。

または、Cisco APIC GUIを使用して Cisco AVSから Cisco ACI
Virtual Edgeに移行する場合には、移行中にプライベート VLAN
プールを作成することができます。

（注）

REST APIを使用して Cisco AVS VMMドメインを Cisco ACI Virtual Edge
に移行する

Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行する前に、ホストと VMで VMMドメインの準備
ができている必要があります。VMMドメインは、REST APIを使用して移行することができ
ます。この方法は、手動でほとんどの Cisco AVSドメインの設定を再現する必要がある新しい
VMMドメインの作成よりも、簡単です。

移行できる Cisco AVS VMMドメインは、一度に 1つだけです。（注）

手順

名前、作成する Cisco ACI Virtual Edgeドメインの名前、およびユーザアカウント情報を入力
して、Cisco AVS VMMドメインを移行します。

以前の Cisco AVSのユーザアカウント情報として、ユーザ名とパスワードを入力する必要が
あります。オプションとして、新しい VLANプールを指定します。

例：

次の例では、prod-avsという名前の Cisco AVSドメインを aveという名前のドメインに移行し

ます。また、Cisco ACI Virtual Edgeドメインの VLANプールも作成します。
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{{ifc}}/mqapi2/migrateVMwareDomain.xml?name=prod-avs
<vmmDomP dn="uni/vmmp-VMware/dom-ave" name="ave" enableAVE="true" >
<vmmUsrAccP name="adminAcc" usr="administrator@vsphere.local" pwd="In$1eme1" />
<infraRsVlanNs tDn="uni/infra/vlanns-[inst_pvlan]-dynamic"/>
</vmmDomP>

デフォルトでは、Cisco AVSドメインからのすべてのEPGが、新しいドメインに自動的に関連
付けられます。EPGの関連付けを行わない場合には、 migrateEPGs = falseパラメータを追加

します。

Cisco AVSドメインの EPGを新しい Cisco ACI Virtual Edgeドメインに関連付けても、元の関
連付けは削除されません。

次のタスク

本ガイドのMigrate from Cisco AVS to Cisco ACI Virtual Edge Using the Cisco ACI vCenter Plug-in
（43ページ）のセクションの手順に従います。

GUIを使用して Cisco AVS VMMドメインを Cisco ACI Virtual Edgeに移
行する

既存の Cisco AVS VMMドメインを新しい Cisco ACI Virtual Edgeドメインに移行するには、
Cisco APIC GUIを使用することができます。この方法は、手動でほとんどの Cisco AVSドメイ
ンの設定を再現する必要がある新しい VMMドメインの作成よりも、簡単です。

元のドメインのすべてのプロパティは保たれます。ただし、vCenterのクレデンシャルは再入
力する必要があります。元の VMMドメインは残ります。

移行できる Cisco AVS VMMドメインは、一度に 1つだけです。（注）

VMMドメインに関連付けられているすべての EPGは、新しい Cisco ACI Virtual Edge VMMの
ドメインに、Cisco ACI Virtual Edgeスイッチングモードも含めてコピーされます。

（注）

始める前に

Cisco AVSドメインを作成します。このガイドの GUIを使用した vCenterドメイン、インター
フェイス、およびスイッチのプロファイルの作成（15ページ）の手順を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
42

Cisco AVから移行するCisco ACI Virtual Edge

GUIを使用して Cisco AVS VMMドメインを Cisco ACI Virtual Edgeに移行する



ステップ 2 Virtual Networking > Inventoryに移動します。

ステップ 3 Inventoryナビゲーションウィンドウで、VMMDomainsおよび VMwareフォルダを展開し、
移行する Cisco AVSドメインを右クリックして、Migrate to Cisco AVEを選択します。

ステップ 4 Migrate To Cisco AVEダイアログボックスで、次の操作を実行します:

a) Virtual Switch Nameフィールドで、新しい Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインの名前を
入力します。

b) VLAN Poolドロップダウンリストで、VLANプールを選択するか、作成します。

Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードまたは VLANのモードで展開する場合には、2つの
VLANプールを作成します。1つはプライマリカプセル化のため、もう 1つはプライベー
ト VLANの実装のためです。プライベート VLANプールの役割は内部である必要があり
ます。CiscoACIVirtual EdgeVXLANモードで展開する場合には、プライベートVLANプー
ルだけが必要です。

c) vCenter Credentialsエリアで、Re-enter requiredをダブルクリックして、vCenterのパス
ワードを入力し、確認入力します。

d) Updateをクリックし、OKをクリックします。

次のタスク

本ガイドのMigrate from Cisco AVS to Cisco ACI Virtual Edge Using the Cisco ACI vCenter Plug-in
（43ページ）のセクションの手順に従います。

Migrate from Cisco AVS to Cisco ACI Virtual Edge Using the
Cisco ACI vCenter Plug-in

Cisco ACI vCenterプラグインを使用してホストとその VMを Cisco AVSから Cisco ACI Virtual
Edgeに移行するには、3つの移行方法のいずれかを選択します。方法ごとの手順はどれもほぼ
同じです。

始める前に

このガイドのセクション Cisco AVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行するための前提条件（
40ページ）のタスクを完了している必要があります。また、VMMドメインに移行している
必要もあります。このガイドのセクション REST APIを使用して Cisco AVS VMMドメインを
Cisco ACI Virtual Edgeに移行する（41ページ）またはセクション GUIを使用して Cisco AVS
VMMドメインを Cisco ACI Virtual Edgeに移行する（42ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home]作業ウィンドウで、[Cisco ACI Fabric]アイコンをクリックします。
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ステップ 3 Cisco ACI Fabricナビゲーションウィンドウで、Cisco AVSをクリックします。

ステップ 4 Cisco AVS作業ウィンドウで、Select an AVS Domainドロップダウンリストから、カーネル
Cisco AVSドメインを選択します。

ステップ 5 Cisco AVS作業ウィンドウの右側で、適切なチェックボックスをオンにして、移行するそれぞ
れのホストを選択します。

ステップ 6 ClickMigrate to ACI Virtual Edge.。
AVS Migrationダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 Modeドロップダウンリストから、移行方法を選択します。

DRS、Reserve Host、または In-Placeを選択してください。詳細については、このガイドのセ
クション Cisco AVから移行するための方法をCisco ACI Virtual Edge（37ページ）を参照して
ください。

保持のためのチェックボックスをチェックして、Cisco AVSカーネルモジュールを保持する
ように選択することができます。

ステップ 8 前の手順で Reserve Hostを選択した場合、表示される Reserve Hostドロップダウンリストか
らホストを選択します。

ステップ 9 Target VDSエリアで、ホストの移行先にする Cisco ACI Virtual Edgeドメインを選択します。

複数のCisco ACI Virtual Edgeドメインがある場合には、ドロップダウンリストからドメインを
選択します。

ステップ 10 ACI Virtual Edgeドロップダウンリストから、 Cisco ACI Virtual Edgeのインストールの設定を
選択します。

ステップ 11 Managementドロップダウンリストから、Cisco ACI Virtual Edge VMの管理インターフェイス
のための管理ポートグループを選択します。

ステップ 12 Datastoreドロップダウンリストから、Customを選択し、Editをクリックします。

ステップ 13 Custom AVE Datastore selectionダイアログボックスで、Use local datastore only チェックボッ
クスがオンになっていることを確認してから、Cisco ACI Virtual Edgeごとにローカルデータス
トアを選択します。

リモートホストへのCisco ACI Virtual Edge VMのインストールはサポートされていません。リ
モートホストを選択すると、警告メッセージが表示されます。

vCenterでは、すべてのタイプのローカルストレージが表示されない場合があります。
ただし、[Use local datastore only]チェックボックスをオフにすると、vCenterはすべ
てのローカルデータストアを表示します。詳細については、VMwareウェブサイト
のドキュメント『When installing ESX/ESXi 4.x or 5.x to a physical server, the local SAS
drive appears as a remote storage (1027819)』を参照してください。

（注）

ステップ 14 VM Passwordフィールドに、Cisco ACI Virtual Edge VMの管理者パスワードを入力します。

ステップ 15 Migration Validityエリアで、「The configuration is valid」というメッセージが出ていることを
確認してから、OKをクリックします。
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設定が有効ではない場合、どの事前チェックが失敗したかということと、移行を進められない

理由を示した、エラーメッセージが表示されます。確認された問題を修正してから、もう一度

移行を実行してください。
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第 5 章

VMware VDSにから移行Cisco ACI Virtual
Edge

この章で説明するVMwareVDSから移行CiscoACIVirtual Edge、さまざまな方法を含みます。

• Cisco ACI Virtual Edgeへの VDSドメインの移行について（47ページ）
• VDSドメインへの移行 Cisco ACI Virtual Edge GUIを使用して（48ページ）
• NX-OSスタイルの CLIを使用して VDSドメインを Cisco ACI Virtual Edgeへ移行する（
49ページ）

• REST APIを使用して VDSドメインを Cisco ACI Virtual Edgeへ移行する（50ページ）

Cisco ACI Virtual Edgeへの VDSドメインの移行について
VMware VDSドメインが設定されている場合は、そのドメインをCisco ACI Virtual Edgeに移行
できます。移行により、Cisco ACI Virtual Edge機能を利用することができます。これには、
VXLANカプセル化と分散ファイアウォールを使用する機能が含まれます。

VDSドメインを移行すると、Cisco APICは vCenterの DVSに内部および外部およびポートグ
ループを作成します。ドメインは Cisco ACI Virtual Edgeドメインとして表示されます。ただ
し、一部のエンドポイントをnativeVDSモードで動作させ、他のエンドポイントをAVE (Cisco
ACIVirtual Edge)モードで動作させることもできます。つまり、エンドポイントはVDSまたは
Cisco ACI Virtual Edgeを介して切り替えられます。

Cisco APIC GUI、NX-OSスタイルの CLI、または REST APIを使用して、VMware VDSドメイ
ンを Cisco ACI Virtual Edgeに移行することができます。
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EPGのnativeから AVE (Cisco ACI Virtual Edge)への切り替えモードを変更するには、基盤とな
るスイッチングプラットフォームを通常の VMware DVSから Cisco ACI Virtual Edgeに変更す
る必要があります。また、関連するすべてのポートを DVSから Cisco ACI Virtual Edgeに移動
する必要もあります。

この操作は、その EPGに関連するポートグループの再プログラミングを必要とします。その
ためには、vCenterの操作が必要です。この操作が完了し、Cisco ACI Virtual Edgeスイッチン
グプラットフォーム上でポートがフォワーディング状態で表示されるまで数秒かかります。時

間の長さは、vCenterの負荷と、nativeモードから AVEモードに移行する EPG上に存在する
エンドポイントの数によって異なります。

（注）

VDSドメインへの移行 Cisco ACI Virtual Edge GUIを使用し
て

この手順は、新しいに既存の VMMドメインを移行 Cisco ACI Virtual Edge VMMドメイン。元
のVMMドメインのプロパティが保持されます。ただし、元のVMMドメインのコピーはあり
ません。

始める前に

• VMMドメインを作成しておきます。プロシージャ「VMMドメインプロファイルの作成」
を参照してください、 Cisco ACI仮想化ガイド .

• Cisco ACI Virtual Edge混合モードまたは VLANのモードで展開は、2つの VLANプールの
作成:プライマリカプセル化とプライベート VLANの実装のいずれかのいずれか。

プライベート VLANプールの役割は内部である必要があります。Cisco ACI Virtual Edgeプ
ライベート VLANプールが必要なだけ VXLANモードで展開されます。

VDから移行すると、プライベート VLANのプールを作成する代
わりに、 Cisco ACI Virtual Edge。

（注）

•ファーストホップセキュリティを無効にしました。

以下の手順を実行します:

1. で、テナント ]タブ、テナントを選択し、最初のホップのセキュリティが有効になっ
ているブリッジドメインに移動します。をクリックします Advanced/トラブルシュー
ティング タブをクリックし、作業ウィンドウで、ポリシーを削除します。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
48

VMware VDSにから移行Cisco ACI Virtual Edge

VDSドメインへの移行 Cisco ACI Virtual Edge GUIを使用して

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html


2. [ テナント タブ、信頼コントロールポリシーを適用する EPGに移動し、をクリック
します 一般的な タブをクリックし、作業ウィンドウで FHS信頼コントロールポリ
シーを削除します。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 移動 仮想ネットワーク > インベントリ 。

ステップ 3 インベントリ ナビゲーションウィンドウでは、展開、 VMMドメイン フォルダ、および
VMware フォルダ、移行、およびを選択する VDSを右クリックしてドメイン Cisco平均への
移行 。

ステップ 4 Migrate To Cisco AVEダイアログボックスで、次の操作を実行します:

a) 平均ファブリック全体のマルチキャストアドレス フィールドで、マルチキャストアドレ
スを入力します。

b) Pool ofMulticastAddresses (one per-EPG)ドロップダウンリストで、プールを選択するか、
作成します。

c) VLAN Poolドロップダウンリストで、VLANプールを選択するか、作成します。

Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードまたは VLANのモードで展開する場合には、2つの
VLANプールを作成します。1つはプライマリカプセル化のため、もう 1つはプライベー
ト VLANの実装のためです。プライベート VLANプールの役割は内部である必要があり
ます。Cisco ACI Virtual Edgeプライベート VLANプールが必要なだけ VXLANモードで展
開されます。

d) [OK]をクリックします。

ドメインに移行するには、元の名前を保持します。ただし、ナビゲーションウィンドウ

で、ドメインをクリックすると表示できます値を 仮想スイッチ から変更 分散スイッチ

に Cisco平均 。

NX-OSスタイルの CLIを使用して VDSドメインを Cisco
ACI Virtual Edgeへ移行する

移行時に、ドメインで Cisco ACI Virtual Edgeを使用できるようにします。

始める前に

VMMドメインを作成しておきます。Cisco ACI Virtualization Guideの「Creating a VMM Domain
Profile」の手順を参照してください。
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手順

VDS VMMドメインを移行します。

例：

apic1(config)# vmware-domain mininet
apic1(config-vmware)# configure-ave
apic1(config-vmware-ave)# vxlan multicast-pool 225.2.1.1-225.2.1.100
apic1(config-vmware-ave)# exit
apic1(config-vmware)# exit
apic1(config)# exit
apic1#

REST APIを使用してVDSドメインをCisco ACI Virtual Edge
へ移行する

始める前に

VMMドメインを作成しておきます。CiscoACIVirtualizationGuideの「VMMドメインプロファ
イルの作成」の手順を参照してください。

手順

ステップ 1 マルチキャストアドレスプールを作成していない場合は作成します。

例：

<polUni>
<infraInfra>

<fvnsMcastAddrInstP name="mcast1">
<fvnsMcastAddrBlk name="mcastrange" from="225.2.1.1" to="225.2.1.100"/>

</fvnsMcastAddrInstP>
</infraInfra>
</polUni>

ステップ 2 VMMドメインで enableAVE=true設定し、マルチキャストアドレスプールをVMMドメインに
関連付けます。

例：

<polUni>
<vmmProvP vendor="VMware">

<vmmDomP name="mininet" enableAVE="true">
<vmmRsDomMcastAddrNs tDn="uni/infra/maddrns-mcast1"/>

</vmmDomP>
</vmmProvP>
</polUni>
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第 6 章

Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレード

この章では、前提条件と手順を含む、Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレードについて説明し
ます。

• Cisco ACI仮想エッジのアップグレードについて（51ページ）
• Cisco APIC、ファブリックスイッチ、および Cisco ACI Virtual Edgeでの推奨アップグレー
ド手順（52ページ）

• Cisco ACI Virtual Edgeアップグレードのワークフロー（53ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレードのための前提条件（53ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレード（54ページ）

Cisco ACI仮想エッジのアップグレードについて
CiscoACIVirtual Edgeのアップグレードは、インストールに似ています。CiscoACIVirtual Edge
Cisco.comから OVFファイルをダウンロードし、それを VMware vCenterのコンテンツライブ
ラリにアップロードします。それから ESXiに Cisco ACI Virtual Edgeを展開します。

これらのアップグレードのタスクは、Cisco ACI vCenterプラグインをのみを使用して行いま
す。VMware PowerCLIまたは Pythonスクリプトを使用することはできません。

vSphere (シック)クライアントを Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレードまたはその vAppプ
ロパティの変更には使用しないでください。Cisco ACI vCenterプラグインのみを使用します。
Cisco ACI Virtual Edgeの vAppプロパティを変更するには、vSphere Webクライアントのみを
使用してください。

（注）

以下のセクションでは、前提条件とインストールについて説明します。

Cisco Cisco ACI Virtual Edgeのタスクの詳細については、このガイドの以下のセクションを参
照してください。

• Cisco ACI Virtual Edgeのインストール—Cisco ACI Virtual Edgeのインストール（9ペー
ジ）の章を参照してください。
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• Cisco AVSからCisco ACI Virtual Edgeに移行する—Cisco AVから移行するCisco ACI Virtual
Edge（37ページ）の章を参照してください。

• VMware VDSから Cisco ACI Virtual Edgeに移行する—VMware VDSにから移行Cisco ACI
Virtual Edge（47ページ）の章を参照してください。

Cisco APIC、ファブリックスイッチ、および Cisco ACI
Virtual Edgeでの推奨アップグレード手順

ファブリックスイッチ上の Cisco APIC、NX-OSソフトウェア、または Cisco ACI Virtual Edge
をアップグレードする際には、互換性を保つために、それらのすべてアップグレードしてくだ

さい。

ネットワークトラフィックの中断を避けるには、次の順序でそれぞれのアップグレードを実行

することをお勧めします:

Cisco APIC、ファブリックスイッチ、および Cisco ACI Virtual Edgeをアップグレードする前
に、ソフトウェアの互換性情報を『CiscoApplicationPolicy InfrastructureController ReleaseNotes』
およびCisco ACI Virtual Edge『 Release Notes』でチェックしてください。すべてのマニュアル
は Cisco.comで入手できます。

重要

1. Cisco APICソフトウェアイメージ—『Cisco APIC Management, Installation, Upgrade, and
Downgrade Guide』の手順に従います。

Cisco APICクラスタを使用している場合は、クラスタが 1つずつ自動的にアップグレード
されます。

2. ファブリックスイッチ上のスイッチソフトウェア—『CiscoAPICManagement, Installation,
Upgrade, and Downgrade Guide』の手順に従います。

アップグレード中のトラフィックの中断を避けるには、TORとスパインを別々のファーム
ウェア/メンテナンスグループに配置してから、それぞれのファームウェア/メンテナンス
グループを個別にアップグレードすることによって、Cisco ACI Virtual Edgeトラフィック
用のパスを確保してください。

3. Cisco ACI Virtual Edge —次のタスクを実行します:

1. この章の手順に従います。

2. 次のいずれかの手順を実行します:

•現行リリースでVIBを保持することに決定した場合には、VIBで vem restartコマ
ンドを実行します。

• VIBをアップグレードする場合ことに決定した場合は、VIBを新しいリリースに
アップグレードします。
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Cisco ACI Virtual Edgeアップグレードのワークフロー
このセクションでは、Cisco ACI Virtual Edgeをアップグレードするために必要なタスクの概要
について説明します。

1. すべての前提条件を満たします。手順については、このガイドのCisco ACI Virtual Edgeの
アップグレードのための前提条件（53ページ）のセクションを参照してください。

2. Cisco ACI Virtual Edgeオープン仮想化フォーマット (OVF)ファイルを Cisco.comからダウ
ンロードしてから、vCenterコンテンツライブラリにアップロードします。手順について
は、このガイドのCisco ACI Virtual Edge VMOVFファイルをVMware vCenterにアップロー
ドする（54ページ）のセクションを参照してください。

3. CiscoACIVirtual EdgeをESXiホストに導入します。手順については、このガイドの「Cisco
ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストでの Cisco ACI Virtual Edgeのデプロイ（55
ページ）」のセクションを参照してください。

Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレードのための前提条件
Cisco ACI Virtual Edgeをアップグレードする前に、次のタスクを実行してください:

•アップグレードを計画しているCisco ACI Virtual Edgeが正しく設定されおり、問題なく動
作することを確認します。

•必要なバージョンにアップグレードするための情報について、Cisco.comのCiscoACIVirtual
Edge Release Notesをチェックします。

• OpFlexがオンラインであることを確認します。

• Cisco ACI vCenterプラグインを使用する場合には、vCenter 6.0更新 3以降を使用すること
を推奨します。

•静的または DHCP IPプールを使用する場合には、十分な IPアドレスがあることを確認し
ます。

静的またはDHCP IPプールには、VMware vCenterのデータセンターのCisco ACI仮想エッ
ジサービスで使用するよりも多くの IPアドレスが必要です。そうでないと、新しいCisco
ACI仮想エッジへのアップグレードは失敗します。

•ホストが DRSクラスタの一部ではない場合には、アップグレードの前に非 Cisco ACI
Virtual Edgeの VMを手動でホストから出すか、シャットダウンします。ホストが DRSク
ラスタ以外の一部である場合には、非 Cisco ACI Virtual Edgeの VMはホストから自動的
に移動されます。
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Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレード
プレインストールの前提条件を満たした後に、VMware vCenterを使用して Cisco ACI Virtual
Edgeをインストールすることができます。プロセスを自動化する Cisco ACI vCenterプラグイ
ンを使用します。

最初に、 Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを VMware vCenterコンテンツライブラリに
アップロードします。ESXiホスト上に Cisco ACI Virtual Edgeを展開することができます。

コンテンツライブラリとしてローカルデータストアを使用する場合には、ホストを削除して

からコンテンツライブラリを再度作成し、vCenterに再アタッチします。ホストを再アタッチ
するとデータストアの IDが変更されるため、コンテンツライブラリとデータストアの間の関
連づけが解除されるからです。

（注）

Cisco ACI Virtual Edgeを展開した後に、vCenterインベントリから削除し、追加し直してはな
りません。これを行うと、導入時に加えたすべての設定が削除されます。既存のものをインベ

ントリに戻すのではなく、Cisco ACI Virtual Edgeを新しく追加してください。

（注）

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを VMware vCenterにアップロー
ドする

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを、Cisco ACI Virtual Edge ESXiホストに展開する前
に、VMware vCenterにアップロードします。

始める前に

次のことは既に実行済みであるとします:

•自分のコンピュータに OVFファイルの入ったフォルダをダウンロードします。

• Cisco.comにあるCiscoACIVirtual Edgeのリリースをチェックして、OVFファイルがCisco
APICのバージョンと互換性があることを確認します。

• Cisco ACI vCenterプラグイン内で Cisco ACIファブリックを登録します。

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Content Libraries]を選択します。
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Cisco ACI Virtual Edge VMOVFをアップロードしたものを受け取るため、既存のコンテンツラ
イブラリを使用するか、作成します。手順については、VMwareのドキュメンテーションを参
照してください。

ステップ 3 ライブラリを選択し、[Import item]をクリックします。

ステップ 4 [Import library item]ダイアログボックスで、[Browse]ボタンをクリックします。

ステップ 5 ポップアップダイアログボックスで、OVFファイルを選択し、[Open]をクリックします。

OVFファイルがコンテンツライブラリにアップロードされると、作業ウィンドウのTemplates
タブに表示されます。

CiscoACIvCenterプラグインを使用したESXiホストでのCiscoACIVirtual
Edgeのデプロイ

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを VMware vCenterにアップロードしたら、ESXiホス
トに Cisco ACI Virtual Edgeを展開します。

始める前に

Cisco ACI Virtual Edge VM OVFファイルを VMware vCenterにアップロードしている必要があ
ります。

VMware vCenter 6.0 Web Clientを使用している場合は、OVFファイルを参照するポップアップ
ウィンドウが表示されないことがあります。この場合、OVFと仮想マシンディスクファイル
(VMDK)を HTTPサーバーにアップロードします。その後、サーバーから OVFファイル URL
を使用して、OVFファイルをコンテンツライブラリにダウンロードします。

（注）

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home]作業ウィンドウで、[Cisco ACI Fabric]アイコンをクリックします。

ステップ 3 Cisco ACI Fabricナビゲーションウィンドウで、ACI Virtual Edgeをクリックします。

ステップ 4 複数の仮想ドメインがある場合、ACI Virtual Edge作業ウィンドウで、Select an ACI Virtual
Edge Domainドロップダウンリストからドメインを選択します。

仮想ドメインが 1つだけの場合、スキップして次の手順に進みます。

ステップ 5 Cisco ACI Virtual Edgeを展開するホストを選択します。

ステップ 6 [ACI Virtual Edge version]ドロップダウンリストから、デプロイするバージョンを選択しま
す。
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ステップ 7 [Management PortGroup]ドロップダウンリストから、管理ポートグループを選択します。

ステップ 8 [Datastore]ドロップダウンリストから [Custom]を選択し、[Edit]をクリックします。

ステップ 9 [Custom AVE Datastore selection]ダイアログボックスで、[Use local datastore only]チェック
ボックスがオンになっていることを確認してから、各Cisco ACI Virtual Edgeに対してローカル
データストアを選択します。

Cisco ACI Virtual Edgeのインストールは、現行リリースのローカルデータストアで
のみサポートされています。リモートホストを選択しようとすると、警告メッセージ

が表示されます。リモートデータストア (SAN)へのインストールは、将来のリリー
スでサポートされる予定です。

（注）

vCenterでは、すべてのタイプのローカルストレージが表示されない場合があります。
ただし、Use local datastore only チェックボックスをオフにすると、vCenterはすべ
てのローカルデータストアを表示します。詳細については、VMwarewebサイトのド
キュメンテーションを参照してください。

（注）

ステップ 10 VMAdmin Passwordフィールドに、Cisco ACI Virtual Edge VMの新しいパスワードを入力しま
す。

ステップ 11 Install/Upgrade ACI Virtual Edgeをクリックします。

ステップ 12 ダイアログボックスで、Yesをクリックします。

インストールされたホストは作業ウィンドウに OpFlexのステータス、Cisco ACI Virtual Edge
VM、および管理 IPのステータスを表示します。OpFlexがアップ状態になるまで少しかかる場
合があります。

Cisco ACI仮想エッジインストールガイド、リリース 1.2(1)
56

Cisco ACI Virtual Edgeのアップグレード

Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストでの Cisco ACI Virtual Edgeのデプロイ



第 7 章

Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストール

この章で説明のアンインストールCisco ACI Virtual Edgeの前提条件とアンインストール方法を
含めて、します。

• Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストールについて（57ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストールのワークフロー（57ページ）
• Cisco ACI vCenterプラグインを使用して、Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールする
（58ページ）

• VMware PowerCLIを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストール（60ページ）
• Pythonを使用した Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストール（60ページ）

Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストールについて
テストのために Cisco ACI Virtual Edgeを削除しなければならない場合があります。または、
Cisco ACIファブリックからすべての設定を削除する必要がある場合は、ファブリックを初期
状態にリセットします。

Cisco ACI Virtual Edgeは、Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLI、または Pythonス
クリプトを使用してアンインストールできます。

Cisco ACI Virtual Edge管理ツール (ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLIと Pythonスク
リプト)を使用するには、vCenter 6.0 Update 3以降を使用することを推奨します。

（注）

Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストールのワークフロー
Cisco ACI Virtual Edgeのアンインストールを実行するタスクの順序は、アンインストール後も
VMMドメインを使用できるように保持するかどうかによって異なります。

• Cisco ACI Virtual Edgeを削除し、VMMドメインを使用できるように保持する (ネイティブ
モード)。
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1. Cisco ACI Virtual Edgeポートグループからすべての VMを削除する。

または、Cisco ACI Virtual Edge EPGのスイッチングモードをAVEからネイティブに変
更する。

2. Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLIまたは Pythonスクリプトを使用し
て、Cisco ACI Virtual Edge VMをアンインストールする。このガイドの指示に従って
ください。

• Cisco ACI Virtual Edgeを削除してVMMドメインを削除するには、次の手順に従います:

1. EPGポートグループからすべての VMを削除します。

2. Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLIまたは Pythonスクリプトを使用し
て、Cisco ACI Virtual Edge VMをアンインストールする。このガイドの指示に従って
ください。

3. Cisco ACI Virtual Edge VDSからすべてのホストを削除します。

4. ポートグループを削除するには、EPGへのすべてのVMMドメイン関連付けを削除し
ます。

5. Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを削除します。

Cisco ACI vCenterプラグインを使用して、Cisco ACI Virtual
Edgeをアンインストールする

他のホストが Cisco ACI Virtual Edgeを使用する VMを持つ DRSクラスタを使用している場合
は、Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールする前にホストをメンテナンスモードにするこ
とをお勧めします。メンテナンスモードに入ると、Cisco ACI Virtual Edgeがアンインストール
された後に他のVMがホストに移行するのを防ぐことができます。クラスタ内に、VMがCisco
ACI Virtual Edgeを使用している他のホストが存在しない場合は、ホストをメンテナンスモー
ドにせずに、Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールすることができます。

（注）

手順

ステップ 1 VMware vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Cisco ACI Fabric] > [ACI Virtual Edge]を選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウの中央にある、[Select an ACI Virtual Edge Domain]ドロップダウンリストか
ら、ドメインを選択します
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ドメインを選択すると、VMMドメインに関連する vCenter内の1つまたは複数のホストが作業
ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適切なチェックボックスまたは複数のチェックボックスをクリックして、1つまたは複数のホ
ストを選択します。

ステップ 5 手順 4で複数のホストを選択する場合は、[Uninstall ACI Virtual Edge]ボタンの下に、[+]と
[-]ボタンを使用して同時に Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールするホストの数を選択
します。

ステップ 6 [Uninstall ACI Virtual Edge]をクリックします。

ステップ 7 [Uninstall AVE]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックして Cisco ACI Virtual Edgeのアンイ
ンストールを続行することを確認します。

警告ポップアップが表示され、選択したホストのいずれかが DRSクラスタの一部である場合
に、アンインストールの一部としてホストをメンテナンスモードにすることに同意するかどう

かを尋ねます。

ステップ 8 次のいずれかの操作セットを完了します。

次の操作...次の場合は...

[Yes]をクリックします。メンテナンスモードに入っているホス

トでアンインストールを進める

[No]をクリックします。

次の確認メッセージが表示されます。

アンインストールを続行しますが、ホ

ストをメンテナンスモードにしない

•ホストをメンテナンスモードにしないでアンイ
ンストールを続行するには、[Yes]をクリックし
ます。

•アンインストールをキャンセルするには [No]を
クリックします。

アンインストールをキャンセルするには [No]をク
リックします。

アンインストールを続行しますか?

中央の作業ウィンドウでは、ホストの [Status]カラムにアンインストールの進行状況が表示さ
れます。[Recent Tasks]エリアでは、個々のアンインストールタスクの進行状況を表示するこ
ともできます。アンインストールが完了すると、[Not installed]がホストの [Status]カラムに表
示されます。

次のタスク

ホストが DRSクラスタの一部である場合、ホストが Cisco ACI Virtual Edge DVSから削除され
ていない限り、メンテナンスモードから移動しないでください。
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VMware PowerCLIを使用したCisco ACI Virtual Edgeのアン
インストール

Windowsプラットフォームを使用している場合は、VMware PowerCLIを使用して Cisco ACI
Virtual Edgeをアンインストールできます。

手順

Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールします。

例：

Remove-AveVM –Hostname ESX IP/FQDN –DomainName VMMDomain/DVS name

Pythonを使用したCisco ACI Virtual Edgeのアンインストー
ル

アンインストールは Cisco ACI Virtual Edge Pythonスクリプトを使用して行えます。

始める前に

Python環境をセットアップします。まだ行っていない場合は、このガイドのセクション Cisco
ACI Virtual Edgeをインストールするための Python環境のセットアップ（29ページ）の手順
に従います。

手順

Cisco ACI Virtual Edgeをアンインストールします。

例：

python remove-avevm.py –vcHost vCenter IP/FQDN --vcUser vCenter Username --vcPwd vCenter
password –hostName ESX IP/FQDN –domainName VMMDomain/DVS name
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付録 A
サポートされるトポロジ

この付録では、Cisco ACI Virtual Edgeでサポートされるトポロジについて説明します。

この付録に含まれていないトポロジはまだテストされておらず、サポートされていません。重要

どのトポロジでも、可能であり、ハードウェアでサポートされている場合には、LACPを使用
することを推奨します。LACPが可能でない場合に限り、MACピニングを使用してください。

（注）

•直接接続（61ページ）
•シスコファブリックエクステンダ（62ページ）
• Cisco UCSファブリックインターコネクトでの VPC（63ページ）
• Cisco Nexus 5000およびMACピン接続によるデュアルサイド VPC（64ページ）
• Cisco Nexus 5000および VPCによるデュアルサイド VPC（65ページ）
• Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインターコネクトを使用したシングルサ
イド VPC（66ページ）

• Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインターコネクトによるデュアルサイド
VPC（67ページ）

直接接続
このトポロジでは、ESXiハイパーバイザを Cisco APICに直接接続します。
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図 4 :直接接続

シスコファブリックエクステンダ
このトポロジでは、ファブリックエクステンダ（FEX）経由で ESXiハイパーバイザを Cisco
APICに接続します。ESXiは次のものに接続できます。

•仮想ポートチャネル（VPC）を使用した複数のリーフスイッチ

•ポートチャネル（MACピン接続または LACPバンドル）を使用した単一のリーフスイッ
チ

次の図では、VPCが例として使用されています。その代わりに、ポートチャネルを使用する
こともできます。
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図 5 :シスコファブリックエクステンダのトポロジ

Cisco UCSファブリックインターコネクトでの VPC
このトポロジでは、CiscoUCSファブリックインターコネクト、VPC、LACP、およびMACピ
ニングを使用して、ESXiハイパーバイザを Cisco APICに接続します。
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図 6 : Cisco UCSファブリックインターコネクトトポロジでの VPC

このトポロジでは、Cisco ACI Virtual EdgeはMACピニングでのみ設定できます。これは、
Cisco UCSファブリックインターコネクトが、ブレードサーバへのサウスバウンドポートで
の LACPまたは vLACPをサポートしていないためです。したがって、図は Cisco ACI Virtual
Edge側のMACピニングのみを示しています。

Cisco Nexus 5000およびMACピン接続によるデュアルサ
イド VPC

このトポロジでは、Cisco Nexus 5000スイッチ、仮想ポートチャネル、およびMACピン接続
を介して ESXiハイパーバイザを Cisco APICに接続します。
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図 7 : Cisco Nexus 5000およびMACピン接続によるデュアルサイド VPCのトポロジ

リーフスイッチと Cisco Nexus 5000スイッチをシングルサイド VPCトポロジで接続すること
もできます。

（注）

Cisco Nexus 5000および VPCによるデュアルサイド VPC
このトポロジでは、Cisco Nexus 5000スイッチおよび仮想ポートチャネルを介して ESXiハイ
パーバイザを Cisco APICに接続します。
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図 8 : Cisco Nexus 5000および VPCによるデュアルサイド VPCのトポロジ

リーフスイッチおよびシングル側 VPCトポロジで接続されている Cisco Nexus 5000スイッチ
を設定することができますも。

（注）

Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインター
コネクトを使用したシングルサイド VPC

このトポロジでは、ESXiハイパーバイザがリーフスイッチにMACピン接続を使用して、直
接的に、または Cisco Nexus 5000スイッチおよび Cisco UCSシリーズファブリックインター
コネクト経由で接続されます。
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図 9 : Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインターコネクトトポロジを使用したシングルサイド VPCトポロ
ジ

このトポロジでは、Cisco ACI Virtual EdgeはMACピンでのみ設定できます。これは、Cisco
UCSファブリックインターコネクトが、ブレードサーバ側のサウスバンドポートで LACPを
サポートしていないためです。したがって、この図では、CiscoACIVirtualEdge側でのみMAC
ピンニングが示されています。

Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインター
コネクトによるデュアルサイド VPC

このトポロジでは、MACピニングを使用し、ESXハイパーバイザをリーフスイッチに直接、
または Cisco Nexus 5000スイッチおよび Cisco UCSファブリックインターコネクトを経由して
接続します。
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図 10 : Cisco Nexus 5000および Cisco UCSファブリックインターコネクトによるデュアルサイド VPCトポロジ

このトポロジでは、Cisco ACI Virtual EdgeはMACピニングでのみ設定できます。これは、
CiscoUCSファブリックインターコネクトが、ブレードサーバ側のサウスバンドポートでLACP
をサポートしていないためです。したがって、この図では、Cisco ACI Virtual Edge側でのみ
MACピンニングが示されています。
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付録 B
作成 vCenterドメイン、インターフェイ
ス、およびスイッチのプロファイルの代替

手順

インストールする前に設定タスクを実行するためのunified設定ウィザードの使用をお勧めCisco
ACI Virtual Edge。ただし、別の詳細なポリシーを設定する必要がある場合があります。

この付録には、vCenterドメインプロファイルとインターフェイスおよびスイッチのプロファ
イルのさまざまな種類の作成の個々の手順が含まれています。

•ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスのプロファイルの作成（69ページ）
• GUIを使用した VPCインターフェイスとスイッチプロファイルの作成（71ページ）
• GUIを使用して FEXノードのインターフェイスとスイッチプロファイルを作成する（73
ページ）

•インターフェイスポリシーグループを変更してvSwitch側のポリシーをオーバーライドす
る（76ページ）

• Cisco ACI Virtual Edgeの VMMドメインプロファイルの作成（78ページ）

ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスのプロ

ファイルの作成
インストールする前にCisco ACI Virtual Edgeスイッチを作成し、インターフェイスのプロファ
イル。

始める前に

この手順の dは、手順 4では、ドロップダウンリストから、リーフスイッチノード IDを選択
します。これは、ESXiまたはレイヤ 2クラウドホストに接続されているリーフスイッチの
ノード IDと一致する必要があります。リーフスイッチノード IDを確認します Fabric
Membership ウィンドウに移動し、 ファブリック > インベントリ > Fabric Membership 。
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手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 Fabric > External Access Policiesを選択します。

ステップ 3 ポリシー ナビゲーションウィンドウでは、展開、 スイッチ フォルダ、および リーフスイッ

チ フォルダ。

ステップ 4 Profilesフォルダを右クリックし、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 5 Create Leaf Profile (STEP 1 > Profile)ダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、名前を入力します
b) Leaf Selectorsフィールドで、+アイコンをクリックして、新しいスイッチセレクタを作成
します。

c) [Name]フィールドに、名前を入力します
d) [Blocks]フィールドで、ドロップダウンリストからリーフスイッチノード IDを選択しま
す。

e) Updateをクリックします。
f) [Next]をクリックします。

ステップ 6 Create Leaf Profile (STEP 2 > Associations)ダイアログボックスの Interface Selectors Profilesエ
リアで、+アイコンをクリックして、新しいインターフェイスセレクタプロファイルを作成
します。

ステップ 7 [Create Interface Profile]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、vLeaf名を入力します。
b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして新しいインターフェイスセレクタ
を作成します。

ステップ 8 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドでセレクタの名前を入力します。
b) [Interface IDs]フィールドで、ESXiホストに接続された物理インターフェイスのアクセス
ポートインターフェイス IDを入力します。

c) [Interface Policy Group]ドロップダウンリストで、[Create PC Interface Policy Group]を選択
します。

ステップ 9 [Create PC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、[Name]フィールドにポリシーグルー
プ名を入力します。

ステップ 10 [Port Channel Policy]フィールドで、ドロップダウンリストから [Create Port Channel Policy]を
選択します。

ステップ 11 [Create Port Channel Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドにポリシー名を入力します。
b) [Mode]フィールドで、次の値の 1つを選択します。

• Static Channel - Mode On

• LACP Active
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• LACP Passive

• MAC Pinning

• MAC Pinning-Physical-NIC-load

c) [Submit]をクリックします。`

ステップ 12 [Create PC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) エンティティプロファイルの接続されている フィールドで、以前に作成したプロファイ
ルを選択またはドロップダウンリストから 1つを作成します。

b) [Submit]をクリックします。`

ステップ 13 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

ステップ 14 [Create Leaf Interface Profile]ダイアログボックスで、[Submit]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Profileダイアログボックスで、新しいインターフェイスプロファイルを選択し、
Finishをクリックします。

GUIを使用した VPCインターフェイスとスイッチプロ
ファイルの作成

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 Fabric > External Access Policiesを選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Switchフォルダを展開します。

ステップ 4 VPC Domainフォルダを右クリックして、Create VPC Domain Policyを選択します。

ステップ 5 [Create VPC Domain Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドにポリシーの名前を入力します。
b) [Peer Dead Interval]フィールドに、値を入力します。

範囲は 3～ 300秒です。

c) Submitをクリックしてポリシーを保存します。

ステップ 6 Policiesナビゲーションウィンドウで、Switchesと Leaf Switchesフォルダを展開し、Profiles
フォルダを右クリックし、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 7 Create Leaf Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Nameフィールドに、プロファイルの名前を入力します。
b) Leaf Selectorsエリアで、 +アイコンをクリックします。
c) Nameフィールドに、セレクタの名前を入力します。
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d) Blocksドロップダウンリストから、ポリシーグループに関連付けるリーフを選択します。
e) Updateをクリックします。
f) [Next]をクリックします。

ステップ 8 Create Leaf ProfileダイアログボックスのInterface Selector Profilesエリアで、+アイコンをク
リックします。

ステップ 9 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。
b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックします。

ステップ 10 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次のアクションを実行します。

a) Nameフィールドに、セレクタの名前を入力します。
b) Interface IDsフィールドに、範囲の値を入力します。
c) InterfacePolicyGroupドロップダウンメニューで、ドロップダウンリストからCreateVPC

Interface Policy Groupを選択します。

ステップ 11 Create VPC Interface Policy Groupダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Nameフィールドにポリシーグループの名前を入力します。
b) Port Channel Policyドロップダウンメニューで、ドロップダウンリストから Create Port

Channel Policyを選択します。

ステップ 12 [Create Port Channel Policy]ダイアログボックスで、次のアクションを完了します。

a) [Name]フィールドにポリシーの名前を入力します。
b) [Mode]フィールドで、次のオプションのうちセットアップに適したものを 1つ選択しま
す。

• Static Channel - Mode On

• LACP Active

• LACP Passive

• MAC Pinning

• MAC Pinning-Physical-load

c) Submitをクリックします。

ステップ 13 [Create VPC Interface Policy Group]ダイアログボックスで、次のアクションを実行します。

a) [Attached Entity Profile]フィールドで、ドロップダウンリストから [default]を選択します。

接続可能エンティティプロファイルを新規作成して、ノードポリシーの作成後にポリシー

をオーバーライドできます。これを行う必要がある状況としては、Cisco ACI Virtual Edge
を実行している ESXiホストとリーフの間に中間レイヤー 2デバイスがある場合や、ファ
ブリック側で LACPおよびトップオブラック（ToR）スイッチ/リーフを使用する一方で、
Cisco ACI Virtual Edge側でMACピン接続などの別のポリシーを使用する場合などがあり
ます。

b) [Submit]をクリックします。
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ステップ 14 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、Submitをクリックします。

ステップ 16 Create Leaf Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Interface Selector Profiles]領域で、ステップ 9 aで作成したインターフェイスセレクタプ
ロファイルのチェックボックスをオンにします。

b) [Finish]をクリックします。

ステップ 17 VPCに 2番目のリーフを追加するには、次の手順を実行します。

a) ステップ 1～ 10 bを繰り返します。ただし、ステップ 7 bでは、他のリーフのノード ID
を入力します。

b) Create Access Port Selectorダイアログボックスで、手順 11 aで作成したポリシーグルー
プの名前を選択します。

c) [OK]をクリックします。
d) ステップ 15および 16を繰り返します。

ステップ 18 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Switchフォルダを展開します。

ステップ 19 Virtual Port Channel defaultを右クリックして、Create VPC Explicit Protection Groupを選択
します。

ステップ 20 [CreateVPCExplicit ProtectionGroup]ダイアログボックスで、保護グループの名前、ID、スイッ
チの値を入力します。Submitをクリックして、保護グループを保存します。

リーフスイッチの各ペアには、固有 IDを有するVPC明示保護グループが 1つありま
す。

（注）

同一の仮想ポートチャネルポリシーには、複数のVPC明示保護グループを含めるこ
とができます。

（注）

GUIを使用して FEXノードのインターフェイスとスイッ
チプロファイルを作成する

リーフに直接接続している FEXがある場合には、本ガイドのトポロジの付録の「シスコファ
ブリックエクステンダ」のセクションで、制限について参照してください。

（注）

始める前に

この手続きの手順 4では、FEXに接続されるリーフスイッチのノード IDをドロップダウンリ
ストから選択します。これは、ESXiまたはレイヤ 2クラウドホストに接続されているリーフ
スイッチのノード IDと一致する必要があります。Fabric Membershipウィンドウで、Fabric >
Inventory > Fabric Membershipに移動して、リーフスイッチのノード IDを確認します。
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手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 Fabric > External Access Policiesの順に選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Switchesと Leaf Switchesフォルダを展開します。

ステップ 4 Profilesフォルダを右クリックして、Create Leaf Profileを選択します。

ステップ 5 Create Leaf Profile STEP 1 > Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。
b) Leaf Selectorsフィールドで、+アイコンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、名前を入力します
d) [Blocks]フィールドで、ドロップダウンリストからFEXに接続されるリーフスイッチノー
ド IDを選択します。

e) [Blocks]ドロップダウン矢印または [Create SwitchProfile]ダイアログボックスのどこかをク
リックすると、[Update]ボタンを表示できます。

f) Updateをクリックします。
g) [Next]をクリックします。

ステップ 6 Create Leaf Profile STEP 2 > Associationsダイアログボックスの Interface Selectors Profilesエ
リアで、+アイコンをクリックして、新しいインターフェイスセレクタプロファイルを作成
します。

ステップ 7 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、vLeaf名を入力します。
b) [Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして新しいインターフェイスセレクタ
を作成します。

ステップ 8 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) Nameフィールドでセレクタの名前を入力します。
b) [Interface IDs]フィールドで、FEXに接続されているリーフ上のアクセスポートインター
フェイス IDを入力します。

c) [Connected To Fex]チェックボックスをオンにします。
d) [FEX Profile]ドロップダウンリストから、[Create FEX profile]を選択します。

ステップ 9 Create FEX Profileダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、FEXプロファイルの名前を入力します。
b) [FEX Access Interface Selectors]領域で、[+]アイコンをクリックして FEXアクセスポート
を指定します。

ステップ 10 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name]フィールドに、セレクタの名前を入力します。
b) [Interface IDs]領域で、Cisco ACI Virtual Edgeをホストしている ESXiサーバに接続されて
いる FEX上のアクセスポートを指定します。

c) Interface Policy Groupエリアで、ドロップダウンリストからインターフェイスオプショ
ンを選択します。
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Create PC Interface Policy Group、Create VPC Interface Policy Group、または Create Leaf
Access Port Policy Groupのいずれかを選択できます。

ステップ 11 ステップ 10 cで選択したオプションダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) [Name]フィールドに、アクセスポリシーのグループ名を入力します。
b) [Attached Entity Profile]領域で、適切な接続されたエンティティプロファイルを選択しま
す。

c) Submitをクリックします。

ステップ 12 CreateAccessPort Selectorダイアログボックスで、新たに作成されたアクセスポートポリシー
グループが Interface PolicyGroupエリアに表示されていることを確認し、OKをクリックしま
す。

ステップ 13 Create FEXProfileダイアログボックスで、新たに作成された FEXアクセスインターフェイス
セレクタプロファイルが FEX Access Interface Selectorsエリアに表示されていることを確認
し、Submitをクリックします。

ステップ 14 [Create Access Port Selector]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 新しく作成された FEXプロファイルが FEX Profileエリアにに表示されていることを確認
します。

b) FEX IDフィールドに IDを入力します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 15 Create Leaf Interface Profileダイアログボックスで、リーフ側インターフェイスポートセレク
タプロファイルがあることを確認して、Submitをクリックします。

ステップ 16 Create Leaf Profile STEP 2 > Associationsダイアログボックスの Interface Selector Profilesエリ
アで、FEX用に作成したインターフェイスセレクタプロファイルのチェックボックスをオン
にして、Finishをクリックします。

次のタスク

FEXノードポリシーの設定が成功したことを確認する必要があります。However, you need to
wait about 10 minutes to give the Cisco APIC time to complete the configuration.

To verify the FEX node policy configuration, complete the following steps in the Cisco APIC GUI:

1. Fabric > Inventoryを選択します。

2. Inventoryナビゲーションウィンドウで、FEXノードプロファイルが作成されたリーフ
ノードを含むポッドのフォルダを展開します。

3. リーフノードのフォルダのアイコンをクリックします。

4. Fabric Extendersフォルダを選択します。

5. Fabric Extenders作業ウィンドウで、FEXが存在することを確認します。
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インターフェイスポリシーグループを変更して vSwitch
側のポリシーをオーバーライドする

ノードポリシーを作成後、独自のアタッチ可能なエンティティプロファイルを作成すること

が必要となる場合があります。このことは、リーフと Cisco ACI Virtual Edgeを実行している
ESXiホストの間に、中間レイヤ 2デバイスが存在している場合に必要となります。このよう
なデバイスとしては、Cisco Nexus 5000/7000シリーズスイッチやブレードサーバ (Unified
Computing System [UCS])があります。

オーバーライドにより、中間デバイスのため、および Cisco ACI Virtual Edgeホストアップリ
ンクのために独立したリンクポリシーを設定することが可能になります。たとえば、UCSファ
ブリックインターコネクトが ACIに接続されていて、Cisco ACI Virtual Edgeホストが UCSブ
レード上で動作している場合には、ポートチャネルポリシーを使用している FIチャネルごと
にUCSファブリックインターコネクトアップリンクを設定しながら、UCSブレードのホスト
vNICはMACピニングを使用して別個に設定できるようにすることが必要なことがあるかもし
れません。

次の両方に該当するときには vSwitchポリシーを選択する必要がある場合があります;

• vSwitchをホストする ESXiサーバが、レイヤ 2スイッチまたはブレードサーバを介して
リーフに接続されている。

•レイヤ 2デバイスと ESXiサーバによってホストされる vSwitch間のインターフェイスグ
ループポリシーが、レイヤ 2スイッチとリーフ間のインターフェイスグループポリシー
と異なっている必要があるネットワークである。ポリシーには、ポートチャネル、Cisco
Discovery Protocol (CDP)、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）、スパニングツリープロ
トコル（STP）およびファイアウォールが含まれます。

（注）

始める前に

•カスタムのアタッチ可能なエンティティプロファイルを作成する前に、VMware vCenter
ドメインを作成する必要があります。詳細については、このガイドのCiscoACIVirtualEdge
の VMMドメインプロファイルの作成（78ページ）のセクションを参照してください。

vCenterドメインを作成する際には、アタッチ可能なエンティティ
プロファイルを選択する必要があります。ただし、まだ存在しな

い場合には、Attachable Entity Profileフィールドを空白のままに
するか、デフォルトを選択します。カスタムプロファイルを作成

した後で、それをvCenterドメインに関連付けることができます。

（注）
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• Fabric > External Access Policies > Interfaces > Leaf Interfaces > Profilesで、ポートセレク
タを持つ適切なインターフェイスプロファイルが作成されていることを確認します。後ほ

どポートをオーバーライドポリシーに関連付けます。

• vCenterドメイン用に vSwitchポリシーを設定しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 Fabric > External Access Policiesを選択します。

ステップ 3 Policiesナビゲーションウィンドウで、Policiesおよび Globalフォルダを展開し、Attachable
Access Entity Profilesフォルダを右クリックして、Create Attachable Access Entity Profileを選
択します。

ステップ 4 Create Attachable Access Entity Profile, Step 1 > Profilesダイアログボックスで、次の操作を実
行します:

a) [Name]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。
b) [Enable Infrastructure VLAN]チェックボックスをオンにします。
c) [+]アイコンをクリックして [Domains]を展開し、アタッチ可能なエンティティプロファ
イルに関連付ける VMMドメインを追加します。

d) Updateをクリックします。
e) [Next]をクリックします。

ステップ 5 Create Attachable Access Entity Profile, Step 2>Association to Interfacesダイアログボックスで、
アタッチ可能なエンティティプロファイルと関連付ける必要のあるインターフェイスポリシー

グループを選択します。

各インターフェイスポリシーグループに対して、[All]または [Specific]オプション
ボタンを選択できます。Allラジオボタンは、インターフェイスポリシーグループ
からのすべてのインターフェイスを、アタッチ可能なエンティティプロファイルに関

連付けます。Specificラジオボタンは、特定のノードからの特定のインターフェイス
を関連付けます。インターフェイスポリシーグループに対し Specificオプションボ
タンを選択すると、スイッチ IDとインターフェイスを指定し、その後、Updateボタ
ンをクリックするように求められます。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。

ステップ 7 Virtual Networking > Inventoryに移動します。

ステップ 8 左側のナビゲーションウィンドウで、VMM Domainsおよび VMwareフォルダを展開し、関
連する VMMドメインを選択します。

ステップ 9 作業ウィンドウで、VSwitch Policyタブをクリックします。

ステップ 10 [vSwitch policy]ドロップダウンリストから、オーバーライドポリシーとして適用するネット
ワークポリシーを選択します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
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Cisco ACI Virtual Edgeの VMMドメインプロファイルの作
成

Cisco ACI Virtual Edge,をインストールする前に、そのための VMMドメインを Cisco APICで
作成する必要があります。

始める前に

•マルチキャスト IPアドレスプールに、VMware vCenterドメインにパブリッシュされる
EPG数に対応するのに十分なマルチキャスト IPアドレスがあることを確認します。VMware
vCenterドメインにすでに関連付けられているマルチキャストアドレスプールに IPアド
レスをいつでも追加できます。

•十分な数のVLAN IDがあることを確認します。これを行わないと、ポートの EPGがカプ
セル化を使用できないと報告することがあります。

• vCenterがインストールおよび設定されており、インバンド/アウトオブバンド管理ネット
ワークを介して到達可能である必要があります。

• vCenterに対する管理者/ルートのクレデンシャルがあることを確認します。

•インターフェイスおよびスイッチのプロファイルを作成します。手順については、このガ
イドの「ポートチャネルスイッチおよびインターフェイスプロファイルの作成」を参照

してください。

• (オプション)アタッチ可能なエンティティプロファイル (AEP)を作成します。

vCenterドメインプロファイルの作成中には、AEPを選択するかまたは作成するように求
められます。事前に 1つ作成する場合には、『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』
の「Configuring an Attachable Entity Profile Using the GUI」に記されている手順に従ってく
ださい。

vCenterドメインプロファイルの作成前や作成中に AEPを作成す
るかには関わりなく、Cisco ACI Virtual Edgeの VMMドメインに
割り当てられている AEP内のインフラストラクチャ VLANを有
効にする必要があります。Create Attachable Access Entity Profile
ダイアログボックスで、Enable Infrastructure VLANチェック
ボックスをオンにします。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。
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ステップ 2 Virtual Networking > Inventoryに移動します。

ステップ 3 [Inventory]ナビゲーションウィンドウで、VMM Domainsを展開し、VMwareを右クリック
し、Create vCenter Domainを選択します。

ステップ 4 Create vCenter Domainダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Virtual Switch Nameフィールドに名前を入力します。
b) Virtual Switch Areaで、Cisco AVEを選択します。

Cisco AVEを選択すると、 Cisco ACI Virtual Edgeのための VMMドメインが作成されま
す。

c) [Switching Preference]領域で、[No Local Switching]または [Local Switching]を選択しま
す。

スイッチングの設定については、 About Cisco ACI Virtual Edge（3ページ）のセクショ
ンを参照してください。本ガイドの概要の章にあります。

NoLocal Switchingを選択した場合に使用できるのは、VXLANカプセル化だけ
です。

（注）

d) 手順 4cで Local Switchingを選択した場合には、Default Encap Modeエリアでモードを
選択します。

VLANmodeまたはVXLANmodeを選択できます。同じVMMドメイン内で両方のカプ
セル化方式を使用することもできます。『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』の
「Mixed-Mode Encapsulation Configuration」のセクションを参照してください。

e) Associated Attachable Entity Profileドロップダウンリストで、プロファイルを作成する
か、以前に作成したものを選択します。

手順については、『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』の「Configuring an
Attachable Entity Profile Using the GUI」を参照してください。

f) [VLAN Pool]ドロップダウンリストで、VLANプールを選択するか作成します。

Cisco ACI Virtual Edgeを混合モードまたは VLANのモードで展開する場合には、2つの
VLANプールを作成します。1つはプライマリカプセル化のため、もう1つはプライベー
トVLANの実装のためです。プライベートVLANプールの役割は内部である必要があり
ます。CiscoACIVirtualEdgeをVXLANモードで展開する場合には、プライベートVLAN
プールだけが必要です。

g) AVS Fabric-Wide Multicast Addressフィールドにアドレスを入力します。
h) Pool of Multicast Addresses (one per-EPG)ドロップダウンリストで、プールを選択する

か作成します。

i) [vCenter Credentials]エリアで+ (プラス)アイコンをクリックし、Create vCenter credential
ダイアログボックスで次の手順に従います。Nameフィールドに vCenterアカウントプ
ロファイル名を入力し、Usernameフィールドに vCenterユーザ名を入力し、vCenterの
パスワードをの入力と確認入力を行ってから、OKをクリックします。

j) vCenterエリアで + (プラス)アイコンをクリックし、Create vCenter Controllerダイアロ
グボックスで次の手順に従います。vCenterコントローラ名、vCenterのホスト名か IPア
ドレス、DVSのバージョン、データセンター名 (vCenterで設定されたデータセンター名
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と一致している必要があります)を入力し、前の手順で作成したクレデンシャルを選択
して、OKをクリックします。

DVSバージョン 5.5以降を選択できます。

k) Create vCenter Domainダイアログボックスで Submitをクリックします。

VMware作業ウィンドウには、新しく作成された VMMドメインが表示されます。これ
はvCenterにプッシュされます。

ポートチャネルモード、vSwitchポリシー、インターフェイスコントロールおよびファ
イアウォールモードを選択するためのオプションは無視してください。後ほど、分散

ファイアウォールを設定できます。『Cisco ACI Virtual Edge Configuration Guide』の手順
を参照してください。

次のタスク

VMware vCenterの vSphere Webクライアントを使用して、新たに作成された Cisco ACI Virtual
Edge DVSに、1つ以上の ESXiホストとその PNICを追加します。
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